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■さっぽろ の木 ライ ラック

もくせい科の落葉灌木で、アメ

リカ人が札幌へもちこんだのが

日本で最初といわれている。花は

スマートで、色は大別して白と紫

の二色かある。ライラックは英名

で、リラはフランス名ムラサキ

ハシドイが和名である。



さっぽろライラックまつり50年

札幌市長 J:HI 文：月t

さっぽろ ライラックまつりが ここに50回の大きな節目 を迎えられましたこ

とを、心からお慶び申し上げます。

昭和34年、「ライラックの花が咲き揃う季節に文化の香り高い行事を行お

う」という文化人の呼びかけにより始まったライラックまつりも、今では観客

数35万人を超えるまつりへと成長しました。

これも、市民の皆様のご協力はもとより 、多 くの関係各位のご尽力の賜物で

あると 改めて敬意を表する次第です。

ライ ラックは、昭和35年に札幌の木にも選ばれ、どこの家の庭先でも見かける

ほど市民にも親しまれている木です。さっぽろライラックまつりもこのライラック

のように、市民にとって常に身近で、そして愛されるまつりでありますように祈念

して、さっぽろライラックまつり 50年に寄せての言葉とさせていただきます。



さっほろライラックまつり

記念誌発刊に寄せて

さっぼろライラックまつり実行委員会

昭和34年に始まった「さっぽろライラックまつり 」が、今年、 50回の節目

の年を迎えることができましたのも、初夏の訪れを心待ちにして参加される市

民や観光客、そして、関係諸団体の皆さんのご理解とご協力の賜物であり、改

めて感謝申し上げます。

さっぽろライラックまつりは、札幌に初夏の訪れを告げるおまつりとして市

民の間にも定着し、今や札幌を代表するイベントヘと成長しました。

50回を新たなるスタートとして、さらに市民や観光客の皆さんに愛される

まつりになりますよう、これからも努力を続けてまいる所存です。

この記念誌は50年という節目の年に当たり、作成したもので、今後のさっ

ぽろライラックまつりの発展に寄与でき得れば幸いです。
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［第 1回］（昭和34年／1959年）～［第10回］（昭和43年／1968年）

戦後を代表する好景気の一つ「岩戸景気」に沸き、皇太

子の結婚式が行われた昭和34年。札幌市在住の文化人が中

心となり、記念すべき最初の Iさっぽろライラックまつ

り」が開催されました。期間は前夜祭の 5月29日から始ま

り、 31日までの 3日間。大通西 6丁目広場や市民会館、中

島スポーツセンターが会場となりました。国松登さんなど

発起人による放談会、ライラックの歌の発表会、藤山一郎

さんらが出演した歌謡ショー、仮装パレードなど多彩な行

事が第 1回から行われています。

翌年第 2回ではラ イラックが札幌の木に選定され、各種

,
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学校生徒によるファッションショー、コーラス、バンド演

奏などのライラックショーが市民会館で催されました。そ

の第 2回こそ天候のため中止となりましたが、毎年、大通

6丁目特設会場では歌や踊りが披露される野外ページェン

トが開かれ、市民は薄紫や白いライラックの花とともにス

テージを楽しんだようです。そのほか第 3、4回では大通

公園で市民がフォークダンスを踊り、第4,5回ではNHK

の公開録音や公開録画が市民会館で行われ、人気スターの

歌に耳を傾けました。
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日本の高度経済成長を象徴するかのように、アジアで初

のオリンピック開催となった東京オリンピックは昭和39

年。この年、ライラックまつりは 6回目を迎え、「雪まつ

りと並ぶ、全国的に知られる札幌の代表的な行事」という

記載も見られます。この年は全国の主要 8都市にライラッ

クの苗木が贈られたほか、絵をかく運動や野外彫塑展な

ど、アカデミックなイベントも盛り込まれています。野外

ページェントでは「オリンピック音頭」を踊り、オリン

ピック開催に胸をふくらませていたのでしょう。ちなみ

に、札幌での開催はその 8年後となります。

時代は昭和40年代に入り、女性はミニスカートをはくよ

うになりました。当時の写真には、先端ファッションに身

を包んだ姿も見受けられます。第 7回（昭和40年）では市

内の小中学生が白セメント像を出品する野外彫塑展の作品

数が35点となり、前年の2.5倍近く増えたとあります。ラ

イラックの花と、子供たちの手による芸術作品のコラボ

レーション。多くの市民が足を止め、見入っていたそうで

す。文化講演会も毎年恒例となり、第 7回は作家の水上勉

氏が講師を務めました。開催を告げる道銀ビルの懸垂幕が

恒例になったのも第 7回からです。
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その後も、ライラックの植樹祭、ファッションショー、

舞踏など行事は定着。文化の香りが初夏の札幌を彩るライ

ラックまつりは、昭和43年に第10回という一つの節目を迎

えました。この年はライラックまつりパレードが実施さ
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隊、道警本部音楽隊と総員175人が大通西 6丁目をスター
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愛
川
す
る
K
う
慟
依
か

出

品

作

圧

和

｝

そ

ろ

う

梵
が
、
も
け
道
が
＊
久
レ
て
滋

印
昴
の
優
従
少
決
め
、
ほ
か
の
白

き
ょ
う
か
ら
ラ
イ
ラ
ッ
ク
ま
つ
り
伶
”
も
こ
れ
に
な
な
氏

通
し
と
な

――
 

ッ
た
の
為
公
悦
は
市
内
の
代
社
た

る

し

月

5

．
代
摩
」
と
如
<
g

切
夏
々
つ
図
ラ
イ
ラ
ッ
ク
念
つ
b

ぃ
H
o
介
的
は
小
字
れ
十
九
校
｀
中
中

名
か
け
る
こ
と
に
決
め
た
。
こ
の
只
体

は
？
天
日
か
り
]•. 

iiお
淳
公
躙
校
十
立
校
、
中
島
渇
貨
公
元
が
拿
刃

案
は
更
捻
文
少
ふ
的
し
濯
犀
令

を
主
ぢ
に
開
す
る
が
、
ず
つ
り
の
切
祓
も
一
干

m舟
か

窃

予

醗
仔
丸
介
会
を
渾
じ
て
渭
内
の
名
れ
叶

ト
ッ
プ
を
節
る
”
外
彫
如
底
の
出
品
作
布
倍
近
く
に
ふ
え
た
．

に
も
働
色
か
け
、
令
漬
屯
L
泡
死
品
を

も
土
＇七
0
夕
カ
で
全
邸

Illgつ
あ

笠

酪

農

彦

入

れ

た

と

・
グ
好
プ
る
咆
環
を
高
め
る
予
定
と
い

芍

兌

、

サ

グ

を

だ

い

た

．

ひ

ぐ

ぅ、

市
烈
ツ
小
忠
祖
ラ
1
ラ
ッ
ク
ま
（
札
蜆
小
）
月
や
字
霞
人
名
朽
だ
描

っ

2
羹
、
塁
メ
ン
ト
栄
セ
出
品
＂
て
あ
る
．
ロ
グ
ッ
ト
・
（
東
閲
小
）

す
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
こ
と
如
ぞ
ひ
つ
レ
歩
く
活
ヶ
兵
の
少
女
．

（
月
賽
小
）
動
物
を
誓
レ
ク
｀
閉

g
甚
ょ
＾
ッ
ト
セ
イ
と
小
鳥
．

,.，
袋
が

’

g
愚
足
い
る
悶

名
ぃ
．
と
お
り
が
か
9
の

醤

g

ヽ

像
，
う
カ
メ
ラ
を
辟
て
ば
．

怠

・

ト

は

i

＋
十
八
且
か
ら
六
邑
ハ
日
ま
で
。
そ

ょ
t
'
 

ン
の
あ
と
六
復
ぷ
は
い
羞
マ
ジ
ッ
ク

•
1

・
ぃ

9

f
．
ぃ
‘
．
[
．
在
ふ
亨
．
メ
フ
ジ
召
烹
ぢ
闊
勁
筍
疇
に
廣

,>
れ
匹

[

C
れ
る

｀
 

≫
 

“
 

t'
’
 

ー

トし、花の大通公園を一周。また同年、北海道100年、札

幌市創建100年の記念すべき年にあたり、趣向を凝らした

様々な行事が企画され、 6月2~5日までの開催期間 4日

間で、市民や観光客約30万人（推定）がライラ ックまつ り

を楽しみました。

ち一た
一
民

（

市む
＿
し

一

楽と
プ

[^
一

ト

•
• 

n

l
 

サンコオレラ

f

ラ

イ

ラ

ッ

ク

も

う

っ

と

リ

t

フ

涼
を
呼
ん
だ
野
外
コ
ン
サ
ー
ト

i

で

一
7

ク
翌
は
ク
＾
に
は
る
笑
し
ラ
ッ
ク
ま
弓
・
姦
デ
履
ハ
の
釘

乞
い
ふ
屯
薔
ー
・
・
エ
＇七
日
ク
、
ラ
イ
外
彫
妥
庇
会
蝸
ゎ
翌
年
後
五
時
ゲ
ャ
か

ク
ラ
，
ク
竺
ち
に
翌
賛
す
あ
野
咎
＾
テ
品
閏
か
れ
た
野
が
ス
テ
レ
オ
コ
4

サ
ー

ッ
，
ズ
コ
ン
サ
ー
r
が
認
か
れ
だ
．
；
莉
脊
命
閲
疵
が
集
ま
シ
、

ラ

こ

の

昆

品

―

i

ム

・

反

孔

g

．
花
を
呈
1
2

名
．
．
r
ル
セ
リ
ー
ノ

9
ク
拿
台
虞
ぺ
）
と
二
十
日
に
つ
い
の
歎
．
た
．
C
に
耳
を
叩
け
、
ラ
，
キ
ー

て
多
じ
二
苓
目
の
驀
彦
呑
茫
低
し
た
醤
会
を
必
し
ん
だ
，
な
お
コ
ン
サ
ー

ィ

だ
げ
に
タ
カ
の
大
道
公
回
は
涼
を
い
こ

・r
は
――
+＇九

gそ
向
今
渇
て
毎
ク
証

ラ

9仄
誤
―
か
を
お
に
ざ
Q
ぃ
．
？
t

t
を
3
.

▲第8回＝昭和41年
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I 

，，，イラックまつり 1こいるどりを深 える野外彫四属の出品作

翌
の
杓
努
名
物
函
命
―
フ
イ
ラ
ッ
ク
ま
つ
り
．
誓
心
r
l
か
ら

屑
判
秘
・
吝
咽
合
菜
羹
應
し
ば
に
ざ
ぷ
良

g伶
ら
れ

る
。
守
役
の
ラ
イ
ラ
ッ
ク
の
花
は
ち
ょ
ろ
っ
丘
造
罹
。
ま
つ
り
に
い
ろ
A
り
シ

委
る
野
外
彫
贋
の
隠
作
も
一
＿
土
ハ
R
夕
方
ま
玄
に
は
盃
臭
隠

そ
あ
い
、
市
民
の
人
気
を
染
め
て
い
る
。

まや盛り主`役、はい

野外舞台に数々の催し
ラ
イ
ラ
ッ
ク
の
召
あ
な
ん
だ
こ
の

ま
つ
り
は
北
油
要
＇
司

令
伶
戌
会
、

札
幌
市
、
枯
悶
羹
全

な
点

共

他
。
長
い
問
、
E
t
と
氷
に
/
去
さ
れ
た

市
民
に
花
や
太
、
士
の
か
ぉ
＆
磨

初
夏
を
思
い
切
ぃ
姜
X

で
も
ら
お
う
ラ
の
吝
に
の
せ
て
・
（
午
筏
六
時
、
三
は

l
l
i
'
六
日
~
A
9始
ま
い
、
夕方
ユ

ー
と
匂
爵
で
、
醤
Q
”
Tず
9

喜
竺
一
十
八
だ
フ
ァ
ッ
シ
•
ン
シ
召
隠iハ
の
花
堕
に
出
そ
を
た
．

兒

な

っ

P
翡
春
の
芸
術
祭
と
と

｀
ー
と
洋
玩
嬰
房
い
（
午
後
＿
―
-
要
生
徒
素
白
セ
メ
ン
ト
客
J

ね

も
に
野
外
を
舞
台
と
し
た
数
A
の
仰
し
時
、
無
旦
一
十
九
息
N
H
Kの
テ
て
つ
く
っ
た
ラ
イ
オ
ン
、
魚
な
益

考

圏

し

て

い

る

．

レ

ピ

．そ
れ
は
私
で
す

ラ
ジ
オ
9
f
i
i

い
思
い
の
依
の
で
き
ば
在
厄
な
か
な
か

裔
レ
い
も
の
は
初
日
の
ラ
イ
ラ
9

ー
ジ
ッ
ク
バ
レ
ー
ド
“
の
公
開
岱
扇
な
も
の
。
ち
ょ
う
生
令
裳
躙
肉

ク
閉
兵
（
午
認
翌
‘
ち
罰
一
．
誓
牟
後
籠
半
、
整
罪
券
）
と
の
約
百
本
の
ラ
イ
ラ
ッ
ク
は
ま
っ

g

慧
Jil
河
畔
）
二
十
九
日
は
第
四
向
札
盛
ゎ
だ
く
さ
ん
。
さ
ら
に
期
間
中
は
毎
開
郡
を
待
ち
か
ね
た
よ
う
に
』
い
花
が

祝
市
粒
を
描
く
速
動
の
企
年
前
九
時
、
日
野
外
ス
テ
レ
オ

n
ン
サ
ー
ト
（
午
後
も
論
叫
紫
の
花
も
二
十
八
品

塁
房
ペ
ー
ジ
ェ
ン
ト
全
午
一
蒻
半
、
匹
さ
と
野
低
瑚
合
後
に
は
咲
享
を
ぢ
克
吟

そ

盃

瞭
茜
六
）
な
ど
。
初
日
の
醤
祭
で
さ
が
開
か
れ
る
．
で
い
こ
嘉
民
の
日
を
交
し
ま
せ
て
い

は
市
民
の
参
加
多
求
め
て
ラ
イ
ラ
ッ
ク

こ
の
得
度
に
出
品
玄
ぷ
学
校
二

る
．

怠
告
―
-
＋
本
裔
瞬
に
加
え
る
。
士
裟
と
中
学
校
十
校
の
作
品
搬
人

奏
絵
を
描
く
運
動
の
全
は
元

慕

だ
れ
で
も
、
を
で
を
卒

苔

；
と
い
う
ね
ら
い
の
会
で
、
汽
戻

念
薩
の
全
F
象
戸
内
に
当
た
る
．

戻
ペ
ー
ジ
ェ
ン
ト
は
市
内
の
バ
レ
エ

豆
究
所
を
あ
念
翡
、
乱
と
ラ
イ

ラ
ッ
ク
の
花
を
｀
が
，
ク
に
エ
供
バ
レ
エ

た
ど
に
ざ
ゎ
｀
だ
を
な
う
。

こ
の
ほ
か
市
尺
全
餡
で
は
二
十
も
H

褻
嘉
⑤
ラ
イ
ラ
ッ
ク
ま
宮
切

▲第8回＝昭和41年

mi夏累。ラ祭近 i

ぎ負；は［叶．§： 9 9 9 [ 
.. バ'伶[ア会現盆昧にと―さ

ご今シ曰叫閻．`U I ：叫叫叫§[t;＂ほ 立 努ラ g臣:
家 !I~を]口暑； g；9; m'/' し = t " :羞§を青§ g 

‘ピは位き 委身霙 §9心 i§ 予!~虔蕊そ名圏丘
ふ 悶[ぃサ＂パ'尻辻且豆刀;目崩 i姜恥ら合し

yリ運・、合i i i罰叩叩叩贋；百責[; : ： 
冒も いてし 9..-....庶そ円成g丘；ス学；五戸

詞写生会も一家~'i峠
間悶スズラン狩りに二万人 i刷
E占竺艮；喜雰恢せは もウた ラの底ス 臼い中 O V・ニ ・ン人町、 o ＇ ‘" " ・・： ，心< ; ,．‘ぐ
t と『てム 9Iヽiかに Zt ご臼葵？山ス自

凰且門い叫［； へし` ．’l叫［旧朽田［ 臼iFj;,'・"'
ご〗九；；；畏只、 g
工 返年桑叙あれ

，る友

て→畢はっすまて
：翌 1'1t

i ［墨§ゅ：
の

てと p ぃ・
` ’る・

漿手
の迂

名 はこ，」＜っ侶怨 ・ ．児を

存虚iパ鱈合，烹名
て，り欝防ぷ警 E: 

ちて
風

兄：i i考ど；え， >

▲第8回＝昭和41年

••••••• 

、9
,
9
,
；••••• 

~1 

努
沢
玲為．

ヘ
姜
，＂；

ィ

i,'‘.,InH̀
 

り喝位[仰
似

i

皇`暑夏＂
唸
鼻
唸
ご

、.:'っ
；

，
 

.,
 

•• ．．
 、苓

ン
ぼ

••. 

,
・
 

•?

1
y
,5 

滋

点
岱ゞ

~,· 

第10回＝昭和43年 ►

初復の訪れを告げろライラックまつりのバレード

ャニ▼
~ 

1 
切
＂
＇
い
よ
い
よ
お

I

り

嵐

器

や

い

だ

季

一

門
は
い
っ
た
。
そ
の
夏
祭
り

一

の
ハ
シ
リ
と
し
て
凡
況
ぶ
竺

一

日
、
ラ
イ
ラ
ブ
ク
恐
り
が
ス
ク

—

l'、
ま
た
贔
陀
寮
ド
ン

i

忘
~
ぃ
、
と
ば
か
り
に
拭
光

一

ま

名

籍

見

ぶ

に

関

一

か
れ
た
。
こ
の
は
か
運
動
へ
只
，

一

バ
レ
ー
ド
に
奏
隣
堺
洛
g

-―

いっ
ぱ
い
の
11紐
日
だ
，
た
．

鍔
詑
演
出
に
趣
向
こ
ら
す

花
や
か
に
。
ハ
レ
ー
ド

虻

塁
墜
パ
レ
ー
ド
は
花
の
お

を
一
閲
、
沿
道
の
巾
国
を
喜
箔

0
酋

窮

更

展

岱

げ

る

ラ

イ

ラ

ッ

ク

ま

つ

0
は

甘

築

＊
き
璧
・
ラ
1
そ
ク
ま
つ
り
、
広
げ
3
れ
る
。

が
二
日
、
開
幕
し
た
久
し
宅
に
カ
ラ

0
ま
た
人
通
公
因
内
で
は
、

り
と
躊
れ
た
日
躍
日
。
会
場
の
札
醗
・
た
ち
に
おと`

gん
、
お
か
あ
さ

合

庖

辛

む

ら

喜

の

ラ

イ

ま

じ

そ

蔽

を

描

J
令
．
パ

ラ
ッ
ク
の
花
の
内
ぢ
が
甘
4
た
だ
よ
卜
に
は
、
夏
の
色
が
令
ふ
れ
、
森

松
醤
裟
忍
花
も
い
克
五
，
盛
呪
索
、
こ
の
ほ
か
、
夜
竪

見
紐
の
し
ば
ふ
や
た
は
市
民
が
ぁ
醤
訂
、
獣
の
企
、
子
供
バ
レ

ふ
れ
、
ふ

9
ギ
ざ
日
ぎ
レ
の
な
か
で
野
咎
慕
各
、
き
に
夕

gに
は

元
の
ま
つ

p
迄
ヂ
Y
ん
で
い
た
。
そ
が
れ
ス
デ
レ
オ
・
ゴ
ン
サ
ー
ト

札
幌
癸
、
に
要
ん
で
証
年
隅
開
か
れ
、
行
、
腐
で
に
ざ

か
れ
て
は
ラ
イ
ラ
ッ
ク
ま
っ
忍
回
た
。

観
光
客
ド
ン
と
き
て
“

北
海
道
神
宮
で
祈
願
祭

0
北
盟
緊
翌
っ
蒻
翌
裔

り
に
、
八
閏
主
ぷ
~
ぷ

が
一
廿
午
郎
九
整
か
畠
洵
迎
喜
｀
五
つ
り
，
に
沿
い
の
器

で

開

か

れ

た

。

な

ー

と

、

観

＞

ょ

品

苔

顧

い

を

]

さ
，

ぼ
ム
・
ラ
イ
ラ
ッ
ク
ま
っ
岳
‘
て
加
協
い
て
い
合
ぷ
。
祈
塑

は
、
滋
、
山
、
各
地
の
悶
盟

ニ
し
ー
公
が
出
廊
、
退
し
を
さ
さ

糾
況
甕
よ
つ
り
翠
墜
石

，
た

り

こ

の

手

と

＂

閂

忍

か

姦

ど

の

悶

。

地

F

茄
蕊
叩
彎
秀
会
の
お

鵬

克

磨

が

「

雷

，

烏

ぉ民

色

空

四

曲

の

紺

揺

臭

扱

一

ジ
ー
て
ン
の
委
ー
ト
を
況
。
た
＾

のてっ況を卜夕

Î 
のりつま夏光g

 
を
咀
心
て
こ
」
J

し
で
十
圃
目
．
キ

硯
巾
創
符
見
の
記
念
ぺ
き
炉

当
た
る
の
て
、
訊
伯
に
も
と
4
L

を
・

3
k
ォ
ー
プ
ン
は
は
な
や

パ
レ
ー
ド
。
よ
咄
＿
峙
過
菱

に
は
じ
け
・
っ
ふ
ぽ
5

の
花
火
を
＾

盗
ぺ
丁
H
'．
ス
タ
ー
ト
し
た
。

は
バ
ト
ン
ガ
ー
ル
、
紬
い
て
真
印

27 I 
,上



［第11阿］（昭和44年／1969年）～［第20回］（昭和53年／1978年）

昭和44年に行われた第11回ライラックまつりは、北海道

観光をPRする「第 1回花の北海道まつり」と時期を同じ

くして開催され、北海道各地の郷土芸能が披露されるとい

う、これま でとは趣の異なるイベントに注目が集まりまし

た。また、小中学校の鼓笛隊や、 「花の女王」を乗せたオー

プンカー、装飾車などのパレードがおまつりの華に。恒例

となっていたファッションショー、洋舞踏、 NHK公開番

組を「ライラックまつりグランドショー」と改称して、 3

部構成で市民会館で行ったのもこの回の特色です。

大阪市で日本万国博覧会が賑やかに開催された昭和45

年。札幌市のライラックまつりは12回目を数え、一層華や

◄ 第 11 回＝昭和44年

麿
か
C
の
巾
も
や
っ
レ

t
バ＂尺

緊
り
泊
iJ
唸
れ
ん
丸
通
匹
＇
ハ

盆

召
、
盆
か

g
4プ
;
;'つし

パ
レ
ー
r
ぶ
氏
か
た
r"
戸
冷
ヶ

名
氏
ト
ン
ガ
ー
ル
災
翌
、

貞

印
祭
依
’
四
、
北
沼
器
町
、
直

g勺
災
’
イ
ブ
ッ
ク

r
っ
＂
り
吹
令
誓

"t翡
＾

9^
微
、
い
醤
犀
閉
ダ

,
1
1
坊
ー
且
＂
、
あ
い
ら
緊
・
げ
ん
だ

i
h化
店

i,化
五

3
"ふ
ナ
ハ
の
大
“
久
，
ハ
レ
ー
ド

召

Ie7
nー
焚

i"が
、
ゾ
滋
窟

g,っ
品
、
夜
が
:
ど
但
が
｀
拐
ク
上
ご
令
ふ
に
ば
ん

ー
で
、
伍
恥か
ら
テ
レ
品
ヽ
で
、
怨

紅
で
け
＂
名

か
ダ
リ
ク
が
u_r"
り
、
ス
プ
バル
、
名
加

9
"と

疇
企
秘
れ
た
ち
界
閲
竺
冽

牝
必
町

raる
戸
名
弁
名
た
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の
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ル
＂
青
年
“
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ふ
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マ
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9
元
店
ぷ
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喪

れ
」
た

601吹
突
裂
か
況
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、
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るす遣

け

防

北

府

9
っ
り
製
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じ
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こ
「
払
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が
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伊
灌
内
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叫
の
邸
ー
・

行ーか
＂
パ
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披
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さ
れ
た
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、
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が
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閉
件
の
た
汐
脅
予
箸
れ
た
f

ゃ花を

喪

互

克

房

ベ

ー

ノ

4

ン
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が

澤

丁
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9

た
し
ば
；
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イ
フ
ッ
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開
も
や

C

お
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苫
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g
-

ク
レ
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1

物
腐
屁
例
年
ぶ
り
少
を

1
,

ビ
リ
会
が
じ
ぃ
愕
．
柁
ラ
イ
サ

；
 

;i 

っ

―
ソ
多
バ
ッ
ク
に
甘
委
ぶ
上

岱
店
、

9ル
ー
プ
タ
仰

一

員

・

い

9

ー
ン
が
の
と
り

げ
謬
家
族
連
れ
で
に
ぎ
わ
う
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炉
ー
の
fl"、
レ
ー
ド

J

汎
ー

ー

ノ

かさを増していました。この年から室内イベントを無く

し，全て屋外とし、中には「春季市民ラジオ体操会」も。

市内の小中学生や市民約700人が参加し、ライラックの花

に囲まれ健康づくりに汗を流しました。日本コーヒー振興

会と北海道喫茶衛生同業組合の協力で実施された、コー

ヒー無料試飲会も大好評。第13回には札幌漫画人協会の協

力を得て、初めての「漫画野郎展」を実施しています。ラ

イラックまつりは毎回のように新しい試みが盛り込まれ、

「今年はどんな楽しみがあるのだろう ？」 と、胸躍らせた

市民も多いはずです。

d-’；に一t、ミス・オウチ．の誼1こ窃かれて〒鰻空澪1こ,.いた
，，おり高
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“ラ
イ
ラ
ッ
ク
ま
つ
り
、
と
縁
結
び

高
知
か
ら
オ
ウ
チ
届
く

【
占
】
合
っ
ぽ
ろ
の

m夏
を
い
ろ
足
を
安
益
？
‘
切
娑
ゥ
チ
の
森
、
全
＂
匹
磁
§
畏

笈
ラ
イ
―
弓
名
っ

P
と
織
庄
太
郎
博
ナ
の
芸
濃
を
た
た
え
よ
う
と
で
こ
の
品
後
四
盤
、
千
怠
”
ん
に

びを
ー
と
｀
累
、
忌
啓
か
ら
廂
ら
め
た
も
の
ド
を
う
だ
が
、
醤
ク
閲
じ
着
い
た
，
臣
翌
の
花
を
つ
け
、
か

れ
た
オ
ウ
チ
r
セ
ン
グ
ン
）
の
森
二
も
元
竺

・`は
1

矛
―
弓
ク
ま
つ
り
ぐ
も
い
か
お
り
ぱ
薔
滋
り
。
さ
っ

忠
日
午
練
、
全
B
磁
苓
翌
着
が
オ
ー
プ
ン
す
る
．
そ
こ
で
“
風
物
乞
孔
況
に
逗
ば
れ
、
二
夫
‘
a
l
L

き
、
札
現
に
届
け
只
た
。

訪
．
厘
の
名
岱
冬
と
患
知
市
午
、
凸
ふ
冦
盃
点
か
れ
る
ラ
イ

高
知
市
で
は
二
十
九
日
か
召
岳
が
オ
ウ
チ
の
木
を
プ
レ
ゼ
ン
ヽ
‘
し
た
・
ラ
＇
ク
ま
つ
り
醤
房
芯
で
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高
知

げ
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・
オ
ウ
チ
ま
つ
り
．
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V
．
双
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ス
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の
友
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。
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磨
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ル
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＂
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．
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も
ほ
屯
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ど
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ゼ
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贔
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つ
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ー
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沼
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ー
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岱
か
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り
は
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い
。
例
お
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一
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責
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バ
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Higi訳
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の
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磁
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だ
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中
掟
に
r
f
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-

蕊
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つ
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騒
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つ
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、
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ス
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乳
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ラ
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ッ
グ
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つ
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栂
六
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ぶ
＂
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も
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こ
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＂
ォ

ー
プ
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“
こ
と
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は
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の
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中
＃
校
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す
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史
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汲
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．
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札幌市の記念すべき年となった昭和47年（第14回）。ア

ジアで初めての冬季オリンピック「第11回冬季オリンピッ

ク札幌大会」が開催されました。宮の森シャンツェでは日

の丸飛行隊が飛び、メダルを独占。日本中の話題をさらっ

たものです。またこの年は、札幌市が政令都市指定を受け

ています。オリンピックを機に札幌市の発展には目覚まし

いものがあり、同様にライラックまつりの内容もさらに充

実。植樹祭、コンサート、錦鯉の放流、似顔絵のプレゼン

ト、舞踏の発表などが行われ、こうした楽しいお祭りに対

してより一層市民に関心を持ってもらおうと、第16回から

はテーマを作成しています。その第 1弾が「さざめく光

……咲きにおうライラックの街」でした。新しいプログラ

ムとして、ライラックにちなんだ詩劇と着物ショーが取り

入れられました。

SCI) 広告のページ （第配●渤必'J) Jヒ． ラ宰 和迄 傘T 芯H ll'l和 4プ年(1372年）5月27日

人＞透~‘”柳小

l土曜日）
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，
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に
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は
、
北
3
怜

窓

誘

器

の

女

に
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る

．

こ
こ
で
の
塁
―
"
千
＂
尻
の
，

f
吋
に
も
J

し

い
き
び
レ
さ
な
の
で
あ
る
．

次
腐
胡
に
咲
北
洲
直
の
裟
梼
羹
打
を

名

に
と
そ
叫
ま
つ
り
、
姿
ま
つ
り
、
籾
裔
つ

り
、
流
羹
つ
り
と
数
お
フ
・
ス
テ
ィ
バ
ル
を

冗
み
出
し
て
漿
蕊
n
k閉
窟

0二
塁
＞

ー
ク
に
こ
れ
ら
が
に
わ
る
と
、
あ
と
ば
刃
問
の
休
止

フ
・
ス
テ
ィ
な
は
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の

F
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れ

； ッ ツ ジ： --- . -- ー・ l 
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,, 
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笈
を
と
も
し
コ
プ
シ
の
花
が
白
い
甜
り
肇
て
こ
ず

唸
砧
っ
た
の
ほ
つ
い
さ
き
ヌ
の
こ
と
だ
が
、
瑛

届

兄

貸

る

点

な
嘉

を

の
憐
の
閲
憲
で

象
．

叩
闘
の
i
f
江
社
は
、
人
昧
必
こ
ぱ
采
そ
こ

な
い
あ
わ
た
~
化
さ
が
あ
る
．
ウ
メ
も
サ
ク
ラ
も
ひ

品
に
従
か
せ
て
、
が
外
で
は
リ
ン
ゴ
や
ナ
シ
が

腐
合
い
た
を
こ
ず
え
一
世
想

の
も
、
こ
の

協
な
の
だ
，

迫
い
Iii間
や
切
で
支
ふ
シ
a
ウ
や
エ
ンレ

，
＇
ソ
ウ
が
命
れ
ず

忍

兌

岱

姜

ち

、

七

れ
ば
や
が
て
サ
ロ
ペ
ツ
や
オ
ボ
ー
ツ

re以
九
花
日

に
一
大
交
饗
楽
を
爵
ひ
ろ
げ
て
ゆ

v
.

ぉ
地
平
淫
に
日
然
脅
の
な
典
と
呼
ぶ
に
ふ

さ
わ
し
い
．

多
ラ
の
応
が
過
ざ
る
と
名
ラ
ッ
ク
の
ッ
ポ

ミ
が
ふ
J
ら
み
は
じ
め
、
紫
や
白
の
姦
扱
、
や
が

石
翌
に
甘
い
溢
り
を
ふ
り
ま
き
は
じ
め
る
．
ラ
イ

ゴ
ッ
ク
祭
り
の
藷
が
来
た
あ
芍
こ
の
こ
ろ
に
な

，eと
文
化
的
闇
し
に
花
を
添
え
る
か
の
よ

2し
マ
チ

竺
に
姿
を
あ
ら
わ
ま
の
が
成
呼
の
器
羹
，
ス

ズ
―
プ
ン
で
あ
る
．
ヂ
パ
ー
ト
が
「
本
州
送
り
」
に
然

中
し
は
じ
め
た
？
そ
れ
は
サ
ッ
ポ
ロ
祭
り
が
近
r-

い
た
、
と
い
う
こ
庭
．

コ
ッ
プ
の
ス
ズ
ラ
ン
の
墨
が
爵
む
こ
ろ
に

は
、
デ
バ
ー
ト
や
商
店
ぽ
、
も

2
溢
大
売
り
出

し
極

さ
身
を
や
っ
し
苫
る
．

}
K
念
苗
泡
返
笠
羞
昔
の
前

nが

さ
ま
で
来
て
い
る
の
で
ホ
玄
y
．
苔
の
丸
”
一J
t
半

哀
ゃ
姦
10
唸
よ
）
が
某
妖
胆
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梵
す
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の
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こ
の
、
六
月
＋
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日
で
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た
．
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舟
和
惑
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翌
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、

そ

を

れ
に
故
郎
の
沖
衷
を
貨
を
J

ん
で
部
落
の
螂
守
と
し

た
が
、
翌
い
そ
安
明
治
二
年
曲
命
で
箆
さ

れ
た
凡
瑶
ltは
闘
の
総
守
と
¥
滋
成
が
あ

っ
L
P
だ
か
ら
明
沼
五
年
に
例
祭
日
が
六
月
十
王
日

と
き
ま
り
、
翌
六
年
に
は
r・01
唇

1

一

合

塁

塁
ピ
全
滋
ぷ
民
卜
翌
冷
含
ッ
恩
1

一
従
ヒ
盆
拌

乙
ジ
ク
ハ
迅
豆
致
ジ
一
K
々
と
：
」
の
布
令
が
、

応
佼

で
も
咀
黙
の
う
ち
に
中
さ
て
い
て
、
お
役
所
も
交
代

蒻
を
し
た
り
返
ぢ
芸
葵
を
し
て
い
る
の

芍
か
つ
て
は
お
釈
り
も
も
江
の
追
帯
窃
神
を
5
あ
る

人
な
行
串
℃
召
、
ま
た
白
己
解
拉

g
g

砦
き
で
も
あ
っ
た
の
だ
が
、
礼
説
の
町
が
傘
忍

を
巖
し
て
し
ま
っ
た
い
ま
で
、
町
ぐ
る
み
の

羹
ふ
裔
給
望
む
べ
W
妻

い
．
礼
塁
社
と

い
え
じ
み
澤
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名

窃

ヽ
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窟

い

？

”
く
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そ
し
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改
め
ら
れ
て
し
ま
っ
た
う
え
~

祭
り
の
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は
神
羹
か
ら
コ
マ
ー
シ
ャ
リ
ズ
~
／
一

に
社
そ
し
ま
っ
i
-
4
在
な
の
だ
か
ら
．

環
代
人
の
心
は
、
い
つ

も
う
っ
積
レ
も
の
を
発

年
合
会
菜
め
t
い

-0.亡
妄
れ
を
知
厚
る
か

の
よ
う
に
、
塁
モ
の

き
に
こ
た
え
る
か
の
よ

に
、
仝
印
な
『
ま
つ
り
」

が
つ
ざ
つ
ざ
に
作
ら
れ
t

い
る
．
い
ち
い
滋
棠
主

翠
だ
な

§
vし
笠

て
る
と
r
ま
つ
り
」
も
味

気
な
く
な
る
。

rま
つ

り

」

の

品

苔

柑

パ
カ
に
な
っ
て
、
零
膚
℃

楽
む
心
の
自
由
を
持
つ

の
も
よ
い
で
は
な
い
か
．

（
木
甕
国
人
・
日
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代

芸
人
令
会
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昭和の時代に入って半世紀。昭和50年は、世界で初めて

日本人女性がエベレストに登頂した年でもあり、社会では

女性が活躍し重要な役割を果たしていました。この年は17

回目となり、もちろんライラックまつりもミスさっぽろ、

花の女王、ライラック娘と女性陣がおまつりを盛り上げて

いたのは言うまでもありません。第17回開催では苗木のプ

レゼントが市民に大変喜ばれたほか、人形劇、野だて、

「新・男はつらいよ」などが上映された映画会などもあり

ました。協賛行事として、八丈島フラワーガーデン、春の

盆栽展、写真撮影会が行われています。
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ライラックまつりは毎回、大通西 6丁目がメイン会場と

なっていますが、第18回開催ではシンボルタワーを設懺。

札幌の鳥であるカッコーのなき声を流し、耳を傾ける市民

の姿も見られたようです。交通安全運動・美化推進運動を

図ろうと交通安全のワッペンやステッカー、ゴミ持ち帰り

袋を市民に渡し、安全できれいな札幌を目指したのもこの

回のトピックスです。西 7丁目では市内の絵画教室、大学

の美術部、絵画サークルの協力を得て、約270点もの作品

が展示されました。
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時計台創建100年、札幌市創建llO年を祝う開催となった

第20回（昭和53年）は、記念すべき年にあたるということ

もあり、一時途絶えていた Iライラックのうた」を復活さ

せています。ほかに人形劇や大学応援団リーダー公開など

も復活させ、新旧バラエティーに富んだ行事が行われまし

た。誰もが気軽に楽しめる文化的な催しとして、各放送局

も全国にPRし、ライラックまつりはより知名度を高めて

いきます。
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［第21阿］ （昭和54年／1979年）～［第30回］ （昭和63年／7988年）

第21回（昭和54年）開催の大きなニュースといえば、ラ

イラッ ク音楽祭をコ ンテスト形式の 「第 1回さっぽろ音楽

祭」へと一新した点が、まずあげられるで しょう。ほかに

は復活した「ライラックのうた」の歌唱指導が行われ、ラ

イラック娘により「ライラックのうた」のソノシートが配

られました。これにより 「ライラックのうた」が、再び市

民に浸透していきました。大学生による落語のステージ

が、若々しい笑いを誘ってい ました。

子供も楽しめる協賛行事として、札幌アート パーク・チ

ビッ子芸術広場が大通西 5丁目に設けられた第22回（昭和

55年）。チビッ 子造形広場、チビ ッ子落書広場、アートバー

クスライド上映など、初夏の大通公園で子供たちはのびの

びとアートを楽しみました。ちょうどこの頃、東京では竹

の子族という奇抜なファッションに身を包み、 歩行者天国

で踊る若者が注目を集めていました。
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リラ冷えとなった第23回（昭和56年）。期間初日の 5月

29日午前 9時の気温は 8 • 5度。その日は無情にも雨とな

り、ミニ野外コンサート、野だて、七宝焼きの青空教室が

中止となりました。それでも恒例行事のライラック植樹祭

が大通西4丁目で行われ、除幕されたライラックの歌碑の

横にライラックの木が植樹されまた。同様に、初日は雨と

寒さに見舞われた翌昭和57年の第24回。この年は札幌市と

ドイツのミュンヘン市が姉妹提携を結んで10周年。それを

記念してミュンヘン市ヘライラックの成木3本が寄贈され

ています。

I札幌の木であるライラックが、 どこの家にも植えられ

るようになってほしい」。第25回（昭和58年）、当時の板垣

武四市長の言葉です。ライラックの苗木プレゼントには毎

年たくさんの市民が長蛇の列を作り、大事そうに持ち帰る

姿が見られました。市民へのプレゼントは第17回から始ま

り、現在家庭の庭先で見られるライラックの木の中には、

もしかするとこの時の苗木があるのかもしれません。ま

た、第25回のフレッシュな話題は，札幌市青少年科学館に

やってきた世界初の移動天文台（アストロカー）の大通西

8丁目での一般公開でした。世間では、忍耐強く生きる少

女の物語、テレビドラマ「おしん」が大ブームとなり、豊

かになった日本を改めて見直す人も多かったようです。
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気温の上がらなかった年、天候に恵まれた年と、お天気

はその年によって気まぐれでしたが、市民ギャラリー、人

形劇、写生会、さっぽろ音楽祭など行事は毎回好評で雨天

以外は、 30万人以上の観客人員で推移していきました。健

康づくりイベントとしてラジオ体操が会場で行われてきま

したが、大通周辺を走るラニング・オンSAPPOROが協賛

行事として第26回（昭和59年）から登場。参加者はライ

ラックの香りを楽しみながら走りました。初夏の光を受け

て、きらきらと氷の像が輝くライラックまつり氷彫刻大会

は第27回（昭和60年）からの実施で、その美しさはため息

ものでした。

節目となる第30回は昭和63年。この年は記念行事とし

て、札幌交響楽団、札視放送合唱団などの出演による

「さっぽろライラ ックコンサート」が行われています。前

半は札幌交掘楽団が［春の声」「花のワルツ」を演奏。後

半は出演者と観客が一体となって「リラの花」などを歌

い、会場はなごやかな雰囲気に包まれました。また、この

30回開催が昭和最後のライラックまつりとなりましたが、

まだこの時は誰も予想だにしていなかったはずです。
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［第31回］（平成元年／1989年）～ ［第40凹］（平成10年／1998年）

激動の昭和が幕を閉じ、時代は平成へ。新しい時代を迎

えて行われた第31回開催。その中で11回目となった「さっ

ぽろ音楽祭」はコンテスト形式から、コンサート形式に変

更され初日の 5月27日にはプロのミュージシャンが出演。

翌日は応募者の中から選考された、アマチュア音楽家やグ

ループがステージに立ちました。

もちろんライラックの花にちなんだイベントも数多く企

画され、ライラックの美しさを別の角度から鑑賞したの

が、ライラックの切り花を主体としたフラワーデザインの

展示です。第32回（平成 2年）に協賛行事として、初めて

行われました。いつもは木に咲くライラックの花も、切り

花にしてみるとデザイン次第でまた違った魅力があること

を知る機会となったようです。平成 3年の第33回と、 3が

並んだ年は新しい行事も随分と盛り込まれました。「北海

道のまちの花」をテーマに、美しい作品が展示された「創

作造花展」。昔話や民話などを子供た ちに語り伝えた「民

話を語り伝える会」。 2日間で1000冊用意したスタンプ帳

が、あっという間になくなった「スタンプラリー」など、

どれも人気がありました。
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ライラックの切り花を積んだオート三輪車が大通公園周

辺を快走し、道行く人たちの目を釘付けに。第34回（平成

4年）のユニークな協賛行事です。車の荷台では子供たち

の太鼓の演奏もありました。世界のライラック展示コー

ナーでは、世界の珍しいライラックの切り花を使ったフラ

ワーアレンジが展示され、いつも札幌で見ているライラッ

クの花とは異なる種類に、「こんな花のかたちもあるの？」

「色が少々違うよう」と、関心は高かったようです。

ライラックまつりの最初の年は皇太子のご成婚の年でし

たが、第35回が開催された平成 5年には皇太子徳仁親王と

小和田雅子さんがご成婚されています。この年はライラッ

クを生け花にした［世界のライラックいけばな展」が人気

でした。もちろんフラワーアレンジも素敵ですが、日本の

伝統とライラックとの融合美には新しい発見があったはず

です。第38回（平成 8年）からは、 I大道芸を伝承する会」

による大道芸がスタート。大人には懐かしく、子供には新

鮮な大道芸。周囲から大きな拍手が送られ、まつりの雰囲

気を高めるのに一役かっていました。

•と

I← 

彩った「民話を話り伝える会」
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＂
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＿
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紫
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事
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つ
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幌
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札
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新
聞
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風
に
散
る
会
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家
族
速
れ

心
新
ス
ポ
ー
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主
咲
）
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薄

虚

光

度
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な
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六

麿

八

盃

喜

礼
幌
市
の
こ
3
日
の
墨
函
気
ジ
m
ギ
ン
グ
フ
ァ
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千
二
百
人

二
十
四
日
か
打
薩
・
大
通
應
、
平
年
よ
一
・
ニ
欝
が
、
大
通
倫
の
緑
の
木
陰
の

総
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隈
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し
い
た
第
一

1
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＋
い
一
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度
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初
夏
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下
を
快
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し
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西
八
丁
目
広
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日
翌
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す
氷
柱
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闘
す
る
氷
彫

刻
夏
季
大
会
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の
八
つ
の
ア
マ
チ
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ア
バ
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ロ
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を
中
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に
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熱
演
し

た。
西
六
丁
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広
場
で
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、
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七
回
北
海
道
氷
彫
刻
夏
季
大

会
」
（
日
本
氷
彫
刻
道
連
合
会
、

北
甜
道
新
聞
社
な
ジ
モ
証
）
が

開
か
れ
、
道
内
の
ホ
テ
ル
な
ど

に
勤
め
る
国
迎
師
た
ち
―

-H八

人
が
、
五
十
分
間
の
持
ち
時
間

で
、
高
さ
一
”
べ
幅
五
十
五
全
、

奥
行
き
二
十
七
t'
の
氷
柱
に
挑

戦
。
「
風
の
よ
う
に
」
を
ナ
ー

マ
に
裸
蹄
像
ア
仕
よ
け
た
中
村

場
の
特
設
ス
テ
ー
ジ
で
の
「
さ
店
一
さ
ん
（
帯
広
）
が
最
優
秀

っほ
0
音
楽
祭
」
で
は
、
追
内
寅
が
獲
得
し
た
。

部
の
苺
。
市
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農
家
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生
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＿
＿
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幕

二
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四
日
、
札
幌
・
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通
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ら
に
民
話
を
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園
で
開
華
し
た
さ
っ
ば
0
フ
イ
る
。
こ
の
日
は
、
最
高
齢
の
松
出
品
し
た
。
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
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ラ
ッ
ク
ま
つ
り
は
、
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天
に
恵
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利
枝
さ
ん
（
八
l

)

が
「
き
き
み
バ
ラ
な
ど
と
組
み
合
わ
せ
た
フ
華
弟

ま
れ
、
約
四
万
五
千
人
の
人
出
み
ナ
き
ん
」
を
二
十
人
の
前
で
イ
ラ
ッ
ク
の
花
を
前
に
、
市
民
▲

で
に
ぎ
わ
っ
た
。
そ
の
中
で
、
ゆ
っ
た
り
と
し
た
語
り
で
披
か
ら
「
き
れ
い
ね
」
と
た
め
息

「
民
話
を
語
り
伝
え
る
会
」
の
露
。
耳
を
傾
け
て
い
た
子
供
連
が
漏
れ
て
い
た
。

催
し
や
、
「
切
り
花
の
ラ
イ
ラ
れ
の
主
蹄
(
-
―
-

1

)

は
、
「
聞
け
る

ッ
ク
を
札
幌
特
産
品
に
」
と
栽
機
会
も
な
い

□
――

培
に
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む
札
幌
市
内
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農
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で
す
か
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I

出
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し
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P
R
コ
ー
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違
っ
た
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亭
が
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話
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民
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観
光
客
の
関
心
を
呼
ん
て
い
た
。

ぷ

だ
。

一
方
、
協

恥

民
話
孟
宕
伝
え
る
会
は
、
贄
行
事
と
し

、
さ

暫
は

同
市
内
に
住
む
人
ト
ー
八
十
歳
て
大
通
西
ニ

-
応

代
の
お
年
寄
り
ら
十
人
が
、
大
で
開
か
れ
た

通
西
五
の
一
角
で
開
い
た
。
会
切
り
花
フ
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と
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名
の
グ
ル
ー
プ
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し
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毎
ラ
ッ
ク
展

月
三
回
、
幼
稚
園
な
ど
で
子
供
は
、
市
農
移

-~ ~. --̀―--
小問の中、開幕したライラックまつり。北曰の初夏を象徴する花は憫に濡れて
しっぼりー22日午前11時15分、木じ呪・大通西 4

催し多彩にぎわう

ライラックまつり初日

▲第34回＝平成4年
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が
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市
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札
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北
の
都
に
初
夏
の
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れ
を
告
始
め
た
小
雨
に
ラ
イ
ラ
ッ
ク
の
っ
ほ
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が
苗
木
＝
手
本
を
無
料

げ
る
第
一
一
干
四
回
さ
っ
ば
0
フ
甘
い
香
り
も
消
さ
れ
が
ち
。
寂
で
配
布
し
た
。

イ
ラ
ッ
ク
ま
つ
り
が
二
十
二
し
い
滑
り
出
し
と
な
っ
た
口
向
ま
つ
り
は
二
十
四
日
ま
で

貝
蒻
・
大
通
公
菌
を
会
埠
に
市
や
観
光
叙
会
な
ど
で
つ
く
の
期
間
中
、
西
五
丁
目
広
場
に

＿
―
-
日
間
の
日
穆
ぶ
幕
し
た
。
ゑ
回
ま
っ
鼻
迂
（
喜
登
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閉
ゃ
切
花
約
一
二
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の
世

大
通
公
園
の
ラ
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ラ
ッ
ク
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会
長
）
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オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
界
の
ラ
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ラ
ッ
ク
踵
を
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約
＝
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十
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、
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モ
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S
、
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た
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自
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1
フ
ッ
ク
に
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べ
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同
鉱
華
固
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目
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埠
で
市
民
か
、
西
六
丁
目
や
八
丁
目
の
広

紫
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は
三
分
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き
程
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．

IE午
ら
千
人
以
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が
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っ
て
開
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垢
で
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楽
祭
や
氷
彫
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大
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湿
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年
よ
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度
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た
。
桂
市
長
ら
＝
―
-
人
が
約
二
な

pィ
ベ
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一
四
二
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で
、
朝
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t

り
ば
屡
畜
門
、
ミ
ス
さ
て
い
る
。
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札幌とミュンヘンの姉妹都市提携25周年となった平成 9

年。ちょうどミュンヘンからクリスチャン・ウーデ市長が

来札中で、この年第39回の記念植樹祭に参加。両市の絆を

確かめ合いました。これまでもライラックまつりではライ

ラックの苗木がミュンヘン市に贈られており、ライラック

は友情の架け橋にもなっています。

そして札幌オリンピックから26年経った平成10年。今度

は長野で冬季オリンピックが開催され、日本選手が健闘し

ました。この年、ライラックまつりは第40回という、また

一つの節目の年に。新しく始まる行事もあれば、ニジキゴ

イ放流のように長く続く行事もあり、ニシキゴイ放流の回

数は31回を数えるまでになっていました。いたずらなどに

よりコイが傷つくため、一時は放流を中止することも検討

されましたが、市民の強い要望で継続へ。また第40回を記

念して 「親子写生大会」が行われています。茶室が設けら

れる野だてから若いミュージシャンが演奏するコンサート、

子供向けの折り紙教室など、ライラックの花はもちろんの

こと、どの世代もが楽しめるイベントが勢揃いするライ

ラックまつりは、札幌の初夏にかかせないおまつりです。
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＿
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岡
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ど
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．
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台
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［第41回］ （平成ll年／1999年）～［第50回］ （平成20年／2008年）

全日好天に恵まれ、前回よりも 2万9000人上回る38万

4000人の人出となった第41回（平成11年）開催。 陸上自衛

隊第11音楽隊、北海道銀行合唱団の ミニ ・コンサートが

オープニングセレモニー を彩り、似顔絵コーナー、子供た

ちに科学の面白さを知ってもらおうと、札幌市青少年科学

館が出張してきた「科学館がやってきた」など、 多彩な行

事が繰り広げられました。喫茶コーナーではコーヒーや

ジュースなどが手頃な価格で提供され、来場者がのどをう

るおし一休み。滝野すずらん丘陵公園の協力を得て、 同公

園内から株分けされたすずらんの鉢植え体験をした 「すず

らん栽培教室」。ほか、ライ ラック写生会、歌や踊り など

のパフォ ーマンスが披露された 「文化の玉手箱」が新 しい

行事に加わりました。
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こうした新しい行事として、第42回（平成12年）には万

華鏡の体験・展示コーナー。第43回（平成13年）は従来通

りで、第44回（平成14年）は和紙ちぎり絵展示・教室、滝

野公園ハーブクラフトコーナー、道産牛の試食もできた

「みんなで牛肉食べよう会」が行われ、市民にとって会場

ヘ足を運ぶ楽しみがさらに増したようです。また市民ボラ

ンティアの協力もあって、運営がより円滑に進められるよ

うになりました。

この時期の札幌の動きに目をやると、市民にはもうおな

じみ。コンサドーレ札幌、北海道日本ハムファイターズの

本拠地でもある、札幌ドームが平成13年にオープンし、翌

14年はサッカーワールドカップの会場にもなりました。

時代の流れを受けてライラックまつりでも、平成10年 5

月からインターネットのホームページを開設するようにな

りましたが、第46回が開催された平成16年からは内容を一

新。多数のアクセスを受けるようになりました。

平成17年は日韓国交正常化40周年にあたり、それを記念

し第47回では「韓国伝統音楽演奏」を開催。韓国の伝統的

な音楽が、初夏の大通公園に心地よく響いていました。ま

た地産地消という言葉も広く聞かれるようになり、この年

から「ライラックワインガーデン」を開設。ライラックを

愛でながら、道産ワインを楽しみましょうという粋な企画

で、大変好評なこともあり継続中です。なお、収益の一部

は、まつりの運営資金にあてられています。平成20年には

ライラックまつり50周年を記念してオリジナルワインが作

られました。
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大
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迎
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を
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団
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る
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蒻
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て
は
［
供
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ち
も
皿
阿
し
に
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戦
し
、
歓
・
1
菜
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。
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波
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ろ
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ハ
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は
「
四
月
も
寒
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ラ
日
が
紬
い
た
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い
か
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阿
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。
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第
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卜
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ほ
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＇
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叫
ま
す
」
と
満
足
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っ
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ぶ
―
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臼
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今
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汲
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つ
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叫
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札幌には四季を通してたくさんのおまつりがあります。

全国的にも有名なさっぽろ雪まつり。一人の大学生のアイ

ディアから生まれたYOSAKOIソーランまつり。大通公園

がビアガーデンになる、さっぽろ夏まつり。今年からは

さっぽろオータムフェストも登場します。そして初夏のさ

わやかな風とともに、美しいライラックの花を楽しむライ

ラックまつり。それぞれに特色があり、訪れる人の心を豊

かにしているはずです。
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。
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＜
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憚
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＿
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＾
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岡
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年次 i回数｛会期
' ~ ＇ 
＇`  ヽ

昭和34年： i 5月29日～

(1959) : 
, 1 ! 5月31日

ヽ‘ (3日間）

5月28日～
5月30日 ，

：大通西6、7、8丁目

(3日間） ： 
＇ 市民会館

昭和36年！ !5月27日～ i 
, 3 : 5月28日：

大通公園
(1961) : ， 市民会館! (2日間） ； 

: ： : ： 

昭和35年:
(1960) : 

2 
＇ 

＇ 

昭和37年：
:5月25日～ ； 

， 大通公園
(7962) 4! 5月27日：

: (3日間） ！ 
市民会館

＇ 
昭和38年： ： 5月26日～：
(1963) ! 5 ＇ ! 5月28日：

， 大通公園

: （3日間） ： 
市民会館

， 

昭和39年！ :5月29日～

(1964) : 
6! 5月31日

: (3日間）

昭和心年：
(1965) : 

＇ :5月28日～
7 
． 
｀ ｀ 
＇ 
5月30日

ヽ

』

: （3日間）

昭和43年 ，

(1 968) ＇ lO 

昭和45年：
:5月29日～

(1970) : 
, 12 : 5月3]日

: (3日間）

会 場

大通西6丁目：
:0名称＝さっぼろライラック祭

市民会館 ： 
・《催し物》前夜祭＝文化講演会、ライラック放談会、ライラックの歌詩朗読植樹祭野外演芸：

嗅ス点ーツセンター：
・ 会ライラックの歌発表会、歌唱指導 NHK『歌の祭典』 野外演芸会仮装パレード仮装i
＇ 舞踏会

大通公園
市民会館

主要行事、催し物

0ライラックが札幌の木に選定される。人口50万人を突破
〇初日は雨天のためプログラム変更
《催し物》ライラックショー 文化人の学芸会植樹祭仮装パレード 文化講演会 NHK『今 ；
週の明星ショー』 市民レクリエーションの集い

〇釧路、函館両市ヘライラックの苗木贈る
《催し物》植樹祭第1回写生会野外ページェント市民パーティー フオークダンスのタベ：

文化講演会 NHK『花の星座J

《催し物》ファッションショー 文化講演会植樹祭野外演奏会 NHKr花の星座』 野外ペー：
ジェント 野外パーティー フォークダンス市民パーティー

0この回から名称を『さっぼろライラックまつり』にかえる。
《催し物》第1回野外彫塑展植樹祭野外ページェント 札幌交響楽団野外演奏 ファッショ：
ンショー 文化講演会 NHK「花の星座』 第1回絵をかく運動

〇全国の8主要都市（東京、仙台、名古屋、大阪、京都、松山、広島、熊本）にライラックの苗
木を寄贈
《催し物》植樹祭、小学校への苗木贈呈式第2回絵をかく運動 野外ページェント 第2回野外
彫塑展 ファッションショー文化講演会

〇全国の主要都市 (7都市）にライラックの苗木を寄贈
；《催し物》植 樹 祭 第3回野外彫塑展第3回絵をかく運動 『市民の歌』の歌唱指導と踊り

大通公園 ！ ファッションショー 文化講演会野外ページェント
市民会館

昭和41年：
[5月27日～ ； ＇ ：〇植樹祭に札幌滞在中のポートランド市ルイス・アンド・クラーク大学の学生たちも参加

, 8 ! 5月29日：
大通公園 ：《催し物》植樹祭 第4回絵をかく運動 野外ページェント NHK札幌放送合唱団演奏会

(1966) i O i ： 市民会館 ： ファッションショーと洋舞踊の集い 第4回野外彫塑展 野外ステレオコンサート NHK公開i
: （3日間） ： 

＇ ， ！ 番組『それは私です』、『ミュージックパレード』、『スタジオ102』 : 

i《催し物》植樹祭 ファッションショーと洋舞踊の集い第5回野外彫塑展園芸相談会第5回i
:5月26日～：＇ ： 絵をかく運動 野外ページェント（子供バレエ、民謡舞踊、吹奏楽演奏） NHK『花のパレーi

昭和屹年 ； ：大通西5、6丁目； ド」
9!5月28日 ，

(1967) ; ・ 市民会館 ；《協賛行事》市民劇場ゞマンドリンオーケストラ演奏会、 北海道大学軽音楽演奏会 ： 
' (3日間） ： 

iO北海道100年、札幌市創建100年を記念して特別企画

6月2日～ ： 
；《催し物》ライラックまつりパレード 第6回絵をかく運動 野外ページェント 第6回野外彫塑；

6月5日 ：
：大通5、6丁目： 展 初夏におけるライティングとファッションとモダンダンスのコンテニュテ 植樹祭 NHK: 

(3日間） ： 
， 市民会館 ! rあなたのメロディー』 たそがれステレオコンサート 北海道夏まつり祈願祭

昭和44年：
:5月30日～：

ll j 6月1日；
9 ， 大通公園

(1969) : I I : 

: (3日間） ＇ 市民会館

I ， ， 

II 46 
・ .. , 

:〇高知市「おうちまつり」と交流
:0会期中、雨のためプログラムを一部変更
;《催し物》植樹祭第7回野外彫塑展ライラックまつりパレード 野外ページェント ライラッ：
： クまつりグランドショー (l部＝ファッションショー、 2部＝NHKのど自慢素人演芸会、 3部；
： ＝モダンダンスとバレー） たそがれステレオコンサ ト 第1回花の北海道まつり

!Oこの回からすべての行事を屋外で催す
:0植樹祭に市内養護施設の児童8人が参加

這西4、5、6、7丁目：
：《催し物》植樹祭 第8回野外彫塑展 NHKTV『音楽の広場』 野外ページェント（ファッ；
； ショー、民謡舞踊、子供バレエ、歌唱指導、バレエとモダンダンス、吹奏楽演奏、軽音楽のタベ、：
： 合同コーラス） 春季市民ラジオ体操会第8回絵をかく運動音楽隊合同演奏 ライラックま ！
； つりパレード 音楽隊ドリル演奏 たそがれコンサート 花の北海道まつり ： 



札幌市の主な出来事

: •第 1 回さっぼろライラック祭開催 (5月29日～5月31 日）
・ポートランド市と姉妹都市提携調印

北海道・国内外の主な出来事

•第2回さっぼろライラック祭開催 (5月28日～5月 30日）
・札幌市重要事業10ケ年計画実施に着手
・イ屯よし子ども館開設
・市民の投票により札幌の花（すずらん）、木 （ライラック）、鳥（カッ
コウ）を決定

・人口50万人突破

: •第8回さっぼろライラック祭開催 (5月27日～5月28日）
；・豊平町と合併
i・札幌市民交響楽団（現札幌交響楽団）結成

; •第4回さっぽろライラック祭開催 (5月 25日～5月 27日 ）
：・交通安全都市宣言を行う
：・衛生試験所（現衛生研究所）設置

i •第5回さっぼろライラックまつり開催 (5月 26日～5月 28日）
:.この回から名称を『さっぼろライラックまつりjにかえる
; •市民憲章制定
；・道路緊急整備8ケ年計画事業に着手
：・札幌の人口、 705,315人

i •第6回さっぼろライラックまつり開催 (5月 29 日～5月 31 日）
：・豊平館が重要文化財に指定
: •市内小・中学校にミルク給食を開始
; •市民の歌、市旗制定

i •第7回さっぽろライラックまつり開催 (5月28日～5月30日）
i・札幌市建設6年計画着手
：・社会福祉センター開館

•第8回さっぽろライラックまつり開催 (5月 27 日～5月 29 日）
•市立図審館、中央体育館新築開館

•第9回さっぽろライラックまつり開催 (5月26日～5月28日）
•第ll 回冬季オリンピック大会の札幌開催決定
・手稲町と合併

’•第70回さっぽろライラックまつり開催 (6月 2日～6月 5 日）
・札幌市創建700年、記念行事開催

’ •北海道大博覧会開催

•第11回さっぼろライラックまつり開催 (5月30日～6月 1 日）
・定山渓鉄道営業廃止

•第12回さっぽろライラックまつり開催 (5月 29日～5月 31 日）
・時計台が重要文化財に指定
・人口100万人突破 (1,010,123人）
・大倉山ジャンプ競技場完成

！・千歳空港、米軍から全面的に返還
: •メートル法、国民健康保険法実施
：・皇太子殿下御成婚
：・個人タクシー営業許可

：・インフルエンザ蔓延
i.第1回スズラン祭り開催
＇ ・タ張を中心に小児マヒ多発
•新安保条約可決。安保騒動、国会周辺のデモ隊 1 万人が集まり国会
空白状態となる

・カラーTVの本放送開始

・天皇・皇后両陛下植樹祭にご来道
•北海道初の特急、函館一旭川間運行
・農業基本法公布

・北海道物価問覇協議会発足
・台風9、10号全道を襲う
・常磐線三河島駅の二重衝突で死者160人、負傷者225人の大惨事

•石炭産業合理化政策すすむ
・サリドマイ ド睡眠薬の販売停止

•青函トンネル調査坑着工
•第2期北海道総合開発計画発足

：・村越吉展ちゃん誘拐事件
；・日本初の原子力発電に成功
： •国電鶴見事故で死者161人
：・ケネディ大統領、テキサス州ダラスで暗殺される

； •北海道教育委員会、教頭制を実施
：・オリンピック招致委員会発足
; •オリンピック1000円銀貨発行
： •新潟大地震で死者25人
i •第18回オリンピック東京大会開催、 94ケ国、 5500人が参加

： •室蘭港でマンモスタンカー炎上
・戦後初の樺太墓参行われる
・函館本線小樽一旭川間電化工事起工
•朝永振一郎教授ノーベル物理学寅受賞
•東海道新幹線、東京一新大阪間を3時間10分で走る
・アメリカ軍、ベトナム北爆開始

・大学区制による公立高校入試実施
・全日空ボーイング727型、羽田沖に墜落133人死亡

：・ミニスカート、ブーツ大流行
：・中国で文化大革命起きる

：・北海道章、道旗、道民の歌きまる
: •金山ダム完成
：・道立美術館開館
: •初の建国記念日の催し実施される
：・自動車保有台数百万突破

：・ヨーロッパ共同体 (EU)成立

・日本初の心臓移植手術、札幌医大和田教授により行われる
・北海道100年記念祝典

：・米アポ□8号、人類初の月周囲飛行
；・小笠原諸島日本復帰
:. JI|瑞康成ノーベル文学賞授与決定
; •東京府中で警官を装った男3億円を奪う

； •北方領土復帰全国大会を札幌で開催
：・北海道消費者センター開設
！・定山渓新国道 (230号線）開通
；・大学紛争各地で起こる

i・アメリカの月宇宙船アポ口11号、人類初の月着陸に成功

・道公害対策本部設置
』・北海道百年記念塔を完成
：・日航 『よど号」赤軍派学生に乗っ取られる
：・日本で万国博覧会を開催
; •三島由紀夫クーデターに失敗し自殺
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年次恒］数；会期 会 場 主要行事、催し物

： ：《催し物》植樹祭、（『ミスおうちまつり』が来訪） 第9回野外彫塑展 NHKTV『ひるのプレ：

昭和船年i' : 5月28日～： t ゼント』 市内小学校ライラック植樹野外ページェント 第9回絵をかく運動 たそがれコン；

(197l) ＇ 
13 : 5月30日吠通西4、5ふ7丁目： サート マンガ野郎展と似顔絵プレゼント ライラックまつりパレード

i (3日間） ； 

〇今回はとくに札幌市の政令都市指定、オリンピック開催年を記念して企画
《催し物》植樹祭 第lO回野外彫塑展 マンガコーナーと似顔絵プレゼント ミュージックタイ
ム ライラックレコードコンサート ミスさっぽろ撮影会 ファッションショー 子供バレエ，
ライラック苗木プレゼント コーヒー無料試飲会市民の絵をかく集い 春季市民ラジオ体：

操バレエとモダンダンス 交轡吹奏楽演奏かっぱ踊り（特別出演）
《関連行事》第1回ほっかいどう祭り

:0この回から『ライラック娘』さわやかに登場
:〇錦鯉の放流はじめる

昭和48年； ]5月25日～ ： 

(1973) : 
15 : 5月27日，

吠通西4、5ふ7丁目！《催し物》植樹祭第11回野外彫塑展マンガコーナー似顔絵プレゼント 錦鯉の放流ヤン[

1 (3日間） ： 
：市役所前庭： ク フォーク・プラザコーヒーサービス ライラックコンサート春の市民ラジオ体操会 ： 

: , ， i ライラック賛歌（詩の朗読） バレエとモダンダンス 応援団演技合戦憩いのひととき‘サッi
： ポロシンフオニック、

！〇新しい試みとしてライラックにちなんだ詩劇と着物ショーを企画

昭和49年｝ i 5月24日～ ！ 
：大通西4、5、6丁目＇

:o会期中天候不順

(1974) : 
15 l -5月26日， ＇《催し物》植樹祭第 12回野外彫塑展マンガコーナー錦鯉の放流油絵展紙芝居工芸展：

l (3日間） ： 
！札幌市資料館 i

ライラックコンサート 剣詩舞ヤング・フォーク・プラザお茶のサービス 心で着るラ'
: : : イラック着物ショー民俗舞踊子供バレエ野外演奏会詩劇市民ラジオ体操会合唱

;《催し物》植樹祭マンガコーナー油絵展紙芝居工芸品・いけ花展示人形劇野だて

昭和50年: i5月30日～吠通西4、5、6丁目： ライラックコンサート 似顔絵プレゼント コーヒーサービス 剣詩舞せん茶のサービス

(1975) : 
17 : 6月1日；札幌市資料館！ 錦鯉の放流映画会子供バレエ フォークソング・とみたいちろうと共に八丈流人太鼓
i (3日間） ：市民会館前庭 iラジオ体操コンクール ソウルを聴こう 民俗舞踊春を着る着物ショー詩劇

: ；《協賛行事》八丈島フラワーガーデン春の盆栽展写真撮影会

:0今回は交通安全運動、環境美化運動の推進に協力 〇会場に野鳥、カッコーのなき声を流す
: ：《催し物》ライラック市民ギャラリー ジャンボ紙芝居野だて 金曜コンサート 植樹祭錦

昭和51年：
: 5月28日～ i : 鯉の放流・花の種子プレゼント コーヒーサービス マイバウム贈呈（姉妹都市ミコンヘンか

(1976) : 
lB : 5月30日：大通西5、6、7、8丁目 らのプレゼント） ライラックの苗木プレゼント フォークダンスを踊ろう どさんこ太鼓 ラ

(3日間） ； ジオ体操コンクール写生会 あなたも参加名画に挑戦 ライラック娘による交通安全・美化
！ 推進運動写真撮影会 ライラック音楽祭
：《協賛行事》札幌文学散歩

;《催し物》植樹祭写生会写真摺影会野だて青空文薩市民音楽祭錦鯉の放流と花の種

昭和52年：
]5月匂日～； ： 子のプレゼント ラジオ体操コンクール似顔絵プレゼント

(1977) : 
19 : 5月29日 ：大通西5ぶ7、8丁目：

: (3日間） ： 

昭和47年：
!5月26日～ ： 

：大通西4、5、6、7丁目
(7972) : 

74 : 5月28日，
, (3日間） ＇ 

：市役所前庭

:0時計台創建100年、札幌市創建110年を祝って開催

昭和53年｝
!5月26日～ ；《催し物》ライラック市民ギャラリー ジャンボ紙芝居野だて ライラック音楽祭植樹祭 ， 

(1978) : 
, 20 : 5月28日，大通西5、6、7丁目； 金曜コンサート 青空文庫似顔絵プレゼント ライラック苗木プレゼント 錦鯉の放流 ラ：

: (3日間） ： ジオ体操コンクール写生会写真撮影会私立大学応援団リーダー公開人形劇 ： 

：《催し物》植樹祭 ライラック苗木プレゼント ライラックギャラリー野だて 似顔絵プレゼ；

昭和5底酎 j5月25日～： ； ント青空文庫落語錦鯉の放流と花の種子プレゼント人形劇写生会写真撮影会第：

(1979) : 
21 : 5月27日 ：大通西印6,7,8丁目. 7回さっぼろ音楽祭

: (3日間） ： i《協賛行事》金曜コンサート 第5回ラジオ体操コンクール

昭和55年：
!5月30日～； ；《催し物》植樹祭 ライラック苗木プレゼント ライラックギャラリー 野だて 似顔絵プレゼ：

(7980) : 
, 22 ; 6月1日：大通西4,5ふ7,8丁目； ント金曜コンサート人形劇青空文庫錦鯉の放流落語第2回さっぽろ音楽祭

j (3日問） i ；《協賛行事》文人劇 ラジオ体操コンクール札幌アートパーク・チビッ子芸術広場

：《催し物》植樹祭金曜コンサート野だて ライラック市民ギャラリー青空教室金曜コン：

:5月29日～ i
i サート人形劇青空文庫錦鯉の放流落語第3回さっぽろ音楽祭

昭和56年：
, 23 : 5月31日 ：大通西4,5、6,7,8丁目：

：《協賛行事》文人劇『恒例文人忠臣蔵』 写真撮影会 八丈島フラワーガーデン
(1981) : ! (3日間） ＇ 

0ミュンヘン市との姉妹都市提携lO周年を記念して企画

昭和57年；
!5月28日～： ！《催し物》植樹祭 ライラック苗木プレゼント 金曜コンサート 野だて ライラック市民ギャ

(1 982) : 
24 : 5月30日は通西4,5、6、ス8丁目！ ラリー孔画教室似顔絵プレゼント青空文庫錦鯉の放流写生会写真撮影会パス‘

! (3日間） ： ｝ ル・クイズ人形劇青空文庫ザ・チョン座第4回さっぽろ音楽祭喫茶コーナー

，《催し物》植樹祭 ライラック苗木プレゼント ライラック市民ギャラリー 似顔絵プレゼント

昭和68年； :5月27日～ i ; 第5回さっぽろ音楽祭野だて人形劇錦鯉の放流と花の種子プレゼント青空文庫落，

(19B8) ! 25 ! 5月29日吠通西4、5ふ7、8丁目！ 語写生会写真コンテスト 金曜コンサート膏空教室（孔画） 喫茶コーナー

i (3日間） ； 

:5月25日～ ！ 
' !《催し物》植樹祭 ライラック苗木プレゼント 金曜コンサート ライラック市民ギャラリー

昭和59年：
, 26 : 5月27日 ；大通西4、5、6、7、B丁目：

： 野だて青空教室似顔絵コーナー錦鯉の放流写生会写真撮影会人形劇青空寄席
(l 984) : 

: (3日間） ！ 
： 第6回さっぽろ音楽祭 喫茶コーナー
：《協賛行事》文人劇 第2回ラニング・オンSAPPORO
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札幌市の主な出来事

; •第13回さっぼろライラックまつり開催 (5月28日～5月30日）
！・地下鉄南北線（北24条～頁駒内）開通
：・札幌地下街オープン
！・市役所新庁舎完成
: • 70歳老人医療費無料化実施

： •第14回さっぽろライラックまつり開催 (5月 26日～5月 28 日）
: •第ll 回冬季オリンピック大会開催
：・政令指定都市へ移行し、 7区役所開設
・ミコンヘン市と姉妹都市提携調印

: •第15回さっぽろライラックまつり開催 (5月25日～5月27日）
｝・札幌市資料館オープン
; •豊平峡ダム完成
：・小樽市の一部編入

｛・札幌市の人口、 1,152,377人

: •第16回さっぽろライラックまつり開催 (5月 24日～5月 26日）
：・丘珠獅子舞を札幌市無形文化財に指定
・豊平保健所完成により1区7保健所実現

i •第17回さっぽろライラックまつり開催 (5月30日～6月 7 日）
: •身障者福祉モデル都市指定
: • 70歳以上老人の市電・市バス無料制実施

•第l8回さっぽろライラックまつり開催 (5月 28日～5月 30 日）
•新札幌市長期総合計画策定（平成7年目標）
・地下鉄東西線（琴似～白石間）開通

•第19回さっぽろライラックまつり開催 (5月27日～5月 29日）
｛・札幌消費者センター開設
｛・「さっぼろ文庫」第1巻発刊

•第20回さっぽろライラックまつり開催 (5月 26日～5月 28 日）
・身体障害者福祉センター開設
・地下鉄南北線（北24条～麻生間）開通
・札幌市創建110年記念行事開催

•第21 回さっぼろライラックまつり開催 (5月25日～5月 27日）
・緑のセンター開設
• 25年ぶりに豊平川にサケ遡上
・札幌の人口1,367,724人
・神戸市の人口を抜く（全国第6番目の大都市に）

•第22回さっぽろライラックまつり開催 (5月 30日～6月 1 日）
・溜陽市と友好都市提携調印
・冬のスポーツ博物館開館

! •第23回さっぽろライラックまつり開催 (5月29日～5月31 日）
：・焉少年科学館、婦人文化センター、老人福祉センターオープン
: •都市景観委員会発足
: •中央区民センターがオープン、全区に区民センター設置完了

•第24回さっぽろライラックまつり開催 (5月 28日～5月 30 日）
・区政施行lO周年
・北方都市会議（第1回）開催
・地下鉄東西線（白石～新札幌間）開通

•第25回さっぼろライラックまつり開催 (5月27日～5月29日）
・北海道開拓の村オープン
・札幌の人口、 l,493,367人
・京都市の人口抜く（全国で5番目の大都市）
・百合ケ原公園開園

•第26回さっぽろライラックまつり開催 (5月 25日～5月 27 日）
・札幌国際見本市（第1回）開催
・豊平川サケ科学館オープン
・人口750万人突破

； 北海道・国内外の主な出来事

： •福島町で青函トンネル本工事の起工式
; •東亜国内航空『ばんだい号』七飯町で墜落、 76人全員死亡
：・戦後最大の冷害
：・アメリカ、ドル防衛策発表（ドルショック）

: •第ll 回冬季オリンピック大会開幕
: •連合赤軍、浅間山荘事件おこる
：・沖縄施政権返還、沖縄県発足
:.田中通産相、日本列島改造論を発表

：・集団カゼ、全国にまん延
：・北電伊達火力発電所、強行着工
：・トイレットペーパー、砂糖、洗剤などの買占め騒動おこる
：・政府、石油緊急事態で宣言
・アメリカ、ウォーターゲート事件発生

・道自然環境等保全条例施行
•石油ショックによる狂乱物価加速
・「田中金脈』問題おこる
・フィリピン・ルパング島で小野田寛郎元少尉救出
・インド初の地下核実験

：・千歳から駐留米軍完全撤退
：・道誓本部庁舎内で時限爆弾爆発
: ・SL列車103年の歴史を閉じる
；・ベトナム戦争終わる

＇・道庁 7階ロビーで時限爆弾爆発
i・ソ連空軍戦闘機ミグ25が函館空港に強行着陸

i・ロッキード事件で田中首相逮捕

： •北淘菫噂加内母子里で、零下42.1度を記録
：・道立近代美術館開館
：・有珠山爆発、降灰と泥流による被害甚大

；・ソ連200海里漁業専管水域実施
；・日本赤軍ボンベイで日航機ハイジャック

；・日中平和友好条約調印
i •伊豆でM7の大地震、死者24人
；・成田空港、過激派に襲われ開港延期、 5月に開港
； •宮城でM7.5の大地震、死者27人、負傷者 1 万人
! •世界初の体外受精児が英国で誕生
：・道環境アセスメント条例施行
: •第2次オイルショック
；・台風20号日本列烏縦断、死者、行方不明者38人、負傷者247人
：・米中国交回復

：・大平正芳首相急逝、異例の衆参同時選挙実施
：・婦女子営利誘拐殺人事件、保険金殺人事件など一連の凶悪事件頻発
；・イラン・イラク戦争

：・低温、豪雨の大被害185市町村に及ぶ
：・北炭夕張新鉱、ガス突出事故で死者・行方不明者92人
! •福井謙ー教授ノーベル化学賞受賞
：・三和銀行、近畿相互銀行、仙台、八戸信用金庫などでオンライン犯
： 罪続発
；・エジプト、サダト大統領暗殺される

'•浦河で震度6の烈震、重軽傷者168人、家屋損壊247戸
＇・ホテルニュージャパンの火災で死者 32人、負傷者34人
；・日航機東京湾に墜落、死者24人、重軽傷者150人
:．上越新幹線開業
：・フオークランド諸島事件

: •青函トンネル先進導坑貫通
：・老人健康法施行

：・日本海中部地震
：・テレビ「おしん」大ブーム
：・大韓航空機撃墜事件

；・道内稲作作況指数が114で6年ぶりの豊作
：・全斗換韓国大統領来日
!.江崎グリコ社長誘拐事件
：・インドのガンジー首相暗殺される

易

49 i 



年

昭和61年
(1986) 

昭和62年
(1987) 

0

1

 

3

3

 

,'↓
9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

,

＇‘、
1

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

年
）

元

89

年
）

6388 

和

旧

成

19

昭

（

平

（

平成2年
(7990) 

平成3年
(1991) 

平成4年
(1992) 

平成5年
(1993) 

平成6年
(1994) 

次回数！会期： 会 場： 主要行事、催し物

: 5月24日～ ； 
‘ !《催し物》植樹祭 ライラック苗木プレゼント 金曜コンサート ライラック市民ギャラリー ： 

昭和60年：
(1985) ; 

27 : 5月26日 汰通西45、6,7、8丁目：
： 野だて青空教室似顔絵コーナー青空文庫錦鯉の放流写生会写真撮影会人形劇 ｛ 

: (3日間） ； 
： 青空寄席第7回さっぽろ音楽祭喫茶コーナー市民ロビーコンサート ： 
；《協賛行事》第1回ライラックまつり氷彫刻大会 第3回ラニング・オンSAPPORO

, ; ：《催し物》植樹祭 ライラック苗木プレゼント 金曜コンサート ライラック市民ギャラリー ： 

: 5月23日～ ： 
， ＇ 野だて折紙教室似顔絵コーナー青空文庫錦鯉の放流写生会写真撮影会人形劇 ； 

28 : 5月25日 ：大通西4,5,6)、8丁目：
， 青空寄席 ライラックコンサート 第8回さっぽろ音楽祭喫茶コーナー ライラック家庭写

i (3日間） ； 
； 真コンテスト 大通公園歴史散歩青空広場
i《協賛行事》第2回ライラックまつり氷彫刻大会 第4回ラニング・オンSAPPORO 大友亀太，
： 郎除幕式

:《催し物》植樹祭ライラック苗木プレゼント金曜コンサート野だて折紙教室似顔絵：

5月29日～；
： コーナー錦鯉の放流写生会写真コンテスト人形劇青空寄席ゲームライラックコ：

5月3l日吠通西45,6,7,8丁目：
： ンサート第9回さっぼろ音楽祭喫茶コーナー大通公園歴史散歩青空広場 ： 

(3日間） i ：《協賛行事》第3回ライラックまつり氷彫刻大会第5回ラニング・オンSAPPORO テレビ塔：
； 園芸フェスティバル第1回北1条文化ゾーンフェスティバル ： 

: i《催し物》植樹祭 ライラック苗木プレゼント金曜コンサート野だて 折紙教室似顔絵

5月27日～ ： 
！ コーナー錦鯉の放流写生会写真コンテスト人形劇青空寄席ゲーム NHK-FMは

5月29日 ：大通西4、5、6、7、8丁且：
： ほっからんどほっかいどう 第10回さっぽろ音楽祭喫茶コーナー 大通公園歴史散歩青空

(3日間） ； 
： 広場 30周年記念「さっぽろライラックコンサート」
!《協賛行事》第4回ライラックまつり氷彫刻大会 第6回ラニング・オンSAPPORO

: : 園芸フェスティバル 第2回北 1条文化ゾーンフェスティバル

； ；《催し物》植樹祭ライラック苗木プレゼント金曜コンサート野だて折紙教室似顔絵｛

5月26日～；
； コーナー錦鯉の放流写生会写真コンテスト人形劇青空寄席ゲーム NHK-FMは；

5月28日 吠通西4,5,6,7,8丁目；
： ほっからんどほっかいどう 第11回さっぼろ音楽祭喫茶コーナー 大通公園歴史散歩青空；

(3日間） ； 
： 広場
；《協賛行事》第5回ライラックまつり氷彫刻大会 第7回ラニング・オンSAPPORO テレビ塔：

！ ： 國芸フェスティバル 第3回北1条文化ゾーンフェスティバル

: ，《催し物》植樹祭 ライラック苗木プレゼント オープニングコンサート 喫茶コーナー似顔i
, 5月25日～ ： 

， 絵コーナー野だて錦鯉の放流青空ちびっこ音楽会人形劇紙芝居 NHK-FMほっか：

32 : 5月27日 ：大通西4,5,6),8丁且，
らんどほっかいどう 第12回さっぽろ音楽祭写生会折紙教室青空広場大通公園歴史散：

i (3日間） ！ 
歩写真コンテスト ライラック・オン・ステージ

' : 《協賛行事》第6回北海道氷彫刻夏季大会 第8回ラニング・オンSAPPORO 第4回北1条文：
： 化ゾーンフェスティバル テレビ塔園芸フェスティバル切花ライラック展示PRコーナー ， 

! ： ：《催し物》オープーングセレモニー NHK-FM「ほっからんど北海道」ライブステージ 喫茶：

!5月24日～i ！ コーナー似顔五コーナー野だて錦鯉の放流きらめきコンサート人形劇紙芝居第：

33: 5月26日吠酷糾5,6、7,8丁且：
: 13回さっぽろ音楽祭折紙教室青空広場写夏撮影会創作造花展民話を語り伝える会 ； 

: (3日間） ： 
， スタンプラリー 学生デザイン展
!《協賛行事》第7回北海道氷彫刻夏季大会 第9回ラニング・オンSAPPORO 切花ライラック：

： ： 展示PRコーナー テレビ塔園芸フェスティバル第5回北1条文化ゾーンフェスティバル ： 

！ ：《催し物》オープニングセレモニー ふれあい広場 NHK-FM「ほっからんど北海道」公開録
9 : i 音折紙教室似顔絵コーナー創作造花展世界のライラック展示コーナー学生デザイン
5月22日～ i : 展錦鯉の放流市民の広場喫茶コーナー野だて第14回さっぽろ音楽祭写真コンテス

34 5月24日吠酷2,4,5,6,7,8丁且 トスタンプラリー

: (3日間） ： }《協賛行事》第8回北海道氷彫刻夏季大会 第10回ラニング・オンSAPPORO ライラック・，

： ： コーディネイト展 オート三輪車ライラック号デモンストレーション テレビ塔園芸フェス＇
， i : ティバル 第6回北1条文化ゾーンフェスティバル

: ： :《催し物》オープニングセレモニー創作造花展世界のライラックいけばな展似顔絵コー！

!5月21日～；
， ！ ナー学生デザイン展折紙教室錦鯉の放流ふれあいひろば市民の広場喫茶コーナー！

35 i 5月23日 ：大酷4、5,6,7,8丁目:
＇ ジュニアフォトコンテスト 野だて 第15回さっぽろ音楽祭スタンプラリー ウェルカム：

! (3日間） ； 
： プラザ
；《協賛行事》第11回ラニング・オンSAPPORO テレビ塔園芸市第7回北1条文化ゾーンフェ；

： ： ： スティバル ライラック栽培技術研究会 オート三輪車ライラック号デモンストレーション ： 

! : ：《催し物》オープニングセレモニー 創作造花展世界のライラックいけばな展 似顔絵コー

:5月20日～ ： 
＇ ： ナー学生デザイン展折紙教室錦鯉の放流ふれあいひろば市民の広場喫茶コーナー

36 : 5月22日 吠通西2,4,5,6,7,8了且
ジコニアフォトコンテスト 野だて 第16回さっぽろ音楽祭 スタンプラリー NHKウェル

: (3日間） i カムプラザ
，《協賛行事》第12回ラニング・オンSAPPORO
： スティバル

: ：《催し物》オープニングセレモニー市民音楽の広場錦鯉の放流創作造花展世界のライ：

5月19日～！
， ！ ラックいけばな展似顔絵コーナー折紙教室科学館がやってきた大道芸喫茶コーナー：

5月21日改酷2,4,5,＆7,8了且：： 野だ て 第17@1さっぼろ音楽祭スタンプラリー ライラックフォトコンテスト ライラッ；

(3日間） ： 
： ク写生会 NHKライラックプラザ

9 :《協賛事業》第13回ラニング・オンSAPPORO テレビ塔園芸市第9回北1条文化ゾーンフェ；

i i スティバル ' 
：《催し物》オープニングセレモニー市民音楽の広場錦鯉の放流創作造花展世界のライ；

5月24日～ i i ラックいけばな展似顔絵コーナー折紙教室科学館がやってきた大道芸喫茶コーナー：
5月26日 は 癒2,4,5,6,7,8丁酎 野だて第18回さっぽろ音楽祭スタンプラリーライラックフォトコンテスト ライラッ{

(3日間） ： ！ ク写生会
：《協賛事業》第14回ラニング・オンSAPPORO テレビ塔園芸市
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札幌市の主な出来事

; •第27回さっぽろライラックまつり開催 (5月24日～5月26日）
！・札幌市スノートピア計画策定

i •上・下水道料金をオンライン化

•第28回さっぽろライラックまつり開催 (5月 23日～5月 25 日）
'•第 1 回アジア冬季競技大会開催
'•'B6さっぽろ花と緑の博覧会開催
：．札幌芸術の森一部オープン
:．札幌市テクノパーク完成

: •第29回さっぽろライラックまつり開催 (5月 29日～5月31 日）
i・スパイクタイヤ使用規制条例制定
；・全国高校総体開催

•第30回さっぽろライラックまつり開催 (5月 27日～5月 29 日）
・札幌市創建120年
•鉄道高架開通・地下鉄東豊線（栄町～豊水すすきの間）開通
•こども劇場やまびこ座オープン

; •第31回さっぼろライラックまつり開催 (5月 26日～5月28日）
！・白石、西区の分区により9区体制
: •第44回国民体育大会（はまなす国体）開催
：・札幌市社会福祉総合センターオープン

•第32回さっぽろライラックまつり開催 (5月 25日～5月 27 日）
•第2回アジア冬季競技大会開催
・定山渓ダム共用開始

・ノボシビルスク市と姉妹都市提携調印
・PMF（パシフィック・ミコージックフェスティバル） （第1回）開催

: •第33回さっぽろライラックまつり開催 (5月 24日～5月26日）
：・札幌ユニバーシアード冬季競技大会開催

； •新中央図書館・埋蔵文化財センター開館
：・ミコンヘン大橋開通

•第34回さっぽろライラックまつり開催 (5月 22日～5月 24日）
・札幌市平和都市宣言

• VOSAKOIソーラン祭り始まる

•第35回さっぼろライラックまつり開催 (5月21 日～5月23 日）
'.「さっぽろ・ダイエット・プラン」スタート
: •札幌市中央健康づくりセンターオープン
：・札幌の人口、 l,728,466人

: •第36回さっぽろライラックまつり開催 (5月 20日～5月 22 日）
！・「高齢者保健福祉計画」スタート
；・地下鉄東豊線（豊水すすきの～福住間）開通

; •第37回さっぽろライラックまつり開催 (5月 19日～5月21 日）
：・「さとらんど」オープン
：・芸術の森アートホールオープン
: •市立札幌病院移転新築

: •第38回さっぽろライラックまつり開催 (5月 24日～5月 26 日）
: •第5回全国知的障害者スポーツ大会「ゆうあいピック北海道大会」
： 開催
；・「コンサドーレ札幌」誕生

北海道・国内外の主な出来事

: •青函トンネル本坑が開通
｝・日本電信電話株式会社、日本たばこ産業株式会社発足

！・科学万博つくば85開幕

！・メキシコ大地震

, •岩見沢で北海道21世紀博開催
：・東京サミット開催
: • 60歳定年法成立
・英国皇太子夫妻来日、ダイアナフィーバー
・ソ連、チェルノブイリ原発事故発生

・釧路湿原が国立公園に指定される
・ツールド北海道始まる
•国鉄分割、 JRグループ発足
・日米半導体摩擦

・退子市の米軍住宅問題
・ソ連、ペレストロイカ始まる

•青函トンネル開業
・十勝岳噴火
・北電泊原発1号機初発電

・リクルート事件
・イラン・イラク戦争終結

，•消蓑税スタート
：・ふるさと銀河線開業
i •昭和天皇崩御、昭和から平成へ
！・北京、天安門事件発生

•新千歳～グアム・サイパン 1 番機就航
•国際花と緑の博覧会
•株価暴落
・湾岸戦争始まる
・東西ドイツ統一

・ウトナイ湖がラムサール条約に登録
・雲仙普賢岳で火砕流

・バブル景気崩壊
・ソ連共産党解体

・日本人宇宙飛行士毛利衛さん（余市出身）を乗せたシャトル打ち上

げ成功
・学校週休二日制スタート

• PKO協力法成立
・アルベールビル冬季五輪

： •北海道南西沖地震
：・プロ野球にFA制導入

: •皇太子殿下ご成婚
i •Jリーグ開幕

•北海道東方沖地震発生
・女性宇宙飛行士・向井千秋さん、スペースシャトルに搭乗

, •大江健三郎、ノーベル文学賞受賞
’•コメ不足で外国米緊急輸入へ

i・空知炭鉱、 105年の歴史に幕
：・ユニバーシアード福岡大会

：・阪神淡路大震災発生

i・地下鉄サリン事件発生
：・米大リーグ・ドジャース野茂投手新人王に

•北海道豊浜トンネル崩落事故
・駒ケ岳が54年ぶりに噴火

•原爆ドーム世界遺産に指定
・病原性大腸菌0-157で患者6000人超す
•国連、包括的核実験禁止条約採択

≫ 
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次 ：回数：
9 9 
~ ~ 

; i 
平成9年：

:5月23日～

(1997) : 
, 39 : 5月25日
: ： (3日間）
9 9 

年 会 期 会 場 主要行事、催し物

《催し物》オープニングセレモニー市民音楽の広場錦鯉の放流創作造花展世界のライ i
ラックいけばな展似顔絵コーナー折紙教室科学館がやってきた大道芸喫茶コーナー：
野だて第19回さっぼろ音楽祭スタンプラリーライラックフォトコンテスト ライラッ

ク写生会
《協賛事業》第15回ラニング・オンSAPPORO

濫、4,5ふ7,8丁目i

: ：Oさっぼろライラックまつり40周年記念行事として企画
: ；《40周年記念行事》感謝状贈呈式親子写生会花競不惑忠臣蔵

5月22日～ ： 
：大西2,4-5、6、7、8T且！

： の開設
5月23日 ，

：教育文化会館：
,《催し物》オープニングセレモニー 錦鯉の放流創作造花展世界のライラックいけばな展 ： 

(3日間） ： ： 似顔絵コーナー折紙教室科学館がやってきた大道芸喫茶コーナー市民音楽の広場 ； 
： 野だて 第20回さっぼろ音楽祭 スタンプラリー フイフックフォトコンテスト

i ;《協賛行事》第16回ラニング・オンSAPPORO 春の観光キャンペーン ： 

:《催し物》オープニングセレモニー市民音楽の広場錦鯉の放流創作造花展世界のライ ：

平成ll年i9 !5月21日～ ； ！ ラックいけばな展似顔絵コーナー折紙教室科学館がやってきた大道芸喫茶コーナー ：

(1999) ! 41 j 5月23日 汰 麺l、4,5、6J,8T酎 野だて第21回さっぽろ音楽祭スタンプラリーライラックフォトコンテストライラッ ；
: (3日間） ： ！ ク写生会すずらん栽培教室文化の玉手箱

：《協賛事業》第17回ラニング・オンSAPPORO

: i《催し物》オープニングセレモニー 錦鯉の放流創作造花展世界のライラックいけばな展

平成12年；
:5月26日～ ： ； 似顔絵コーナー折り紙教室すずらん栽培教室科学館がやってきた大道芸喫茶コー

(2000) : 
i 42 i 5月28日汰通西4、5,6、7、BT尉 ナー市民音楽の広場万華鏡体験・展示コーナーライラック写生コーナー野だて第22

: (3日間） ： ， 回さっぽろ音楽祭 スタノプラリー
;《協賛行事》第18回ラニング・オンSAPPORO テレビ塔アートマーケット

： ；《催し物》オープニングセレモニー錦鯉の放流創作造花展世界のライラックいけばな展 ： 

:5月25日～：
＇ ： 似顔絵コーナー折り紙教室すずらん栽培教室科学館がやってきた大道芸喫茶コー ：

平成13年!An ! ;::Jee~~~,..,~ i -'-'"""" c: c, -m, j ナー市民音楽の広場万華鏡体験・展示コーナー ライラック写生コーナー野だて スタ ：
9 48 i 5月27日 ；大通西4、5,6、7丁目：

(2001) : ， ンプラリー
: (3日間） ： ;《協賛行事》第19回ラニング・オンSAPPORO テレビ塔アートマーケット

i《催し物》オープニングセレモニー錦鯉の放流創作造花展似顔絵コーナー 折り紙教室 ： 

平成14年：
:5月24日～： ！ 大道芸 喫茶コーナー市民音楽の広場万華鏡体験・展示コーナー ライラック写生コー：

(2002) : 
44 : 5月26日 ：大通西4、5、6、7丁目: ナー 野だて スタンプラリー 和紙ちぎり絵展示・教室滝野公園ハーブクラフトコーナー ！

: (3日間） ： ： みんなで牛肉食べよう会
i : ： i《協賛行事》第20回ラニング・オンSAPPORO さっぽろテレビ塔リニューアル記念イベント i 
: : ； i《催し物》オープニングセレモニー錦鯉の放流似顔絵コーナー折り紙教室科学館がやっ；

平成15年；
:5月23日～ ！ ： てきた大道芸喫茶コーナー市民音楽の広場万華鏡体験・展示コーナー ライラック写：

(2003) j 9 45 :5月25日吠通西4、5,6,7丁目: 生コー一ナ 野だて スタンプラリー和紙ちぎり絵展示・教室滝野公園ハーブクラフト：
: (3日間） ！ ： コーナー

；《協賛行事》第21回ラニング・オンSAPPORO さっぽろテレビ塔ストリートライブ2003

: : !《催し物》オープニングセレモニー似顔絵コーナー折り紙教室科学館がやってきた 大道
： ： ！ 芸喫茶コーナー 市民音楽の広場万華鏡体験・展示コーナー ライラック写生コーナー
j5月21日～； i 野だて スタンプラリー和紙ちぎり絵展示・教室滝野公園ハーブクラフトコーナー 古物

46 : 5月23日 ：大通西4,5、6、7丁目： 鑑定コーナー
i (3日間） i :《協賛行事》第22回ラニング・オンSAPPORO

:5月20日～
47 i 5月22日

: (3日間）

テレビ塔園芸市

インターネットホームページ

平成10年
(1998) 

平成76年
(2004) 

平成17年
(2005) 

40 

平成lB年
(2006) : 

: 48 

平成19年；
(2007) : 

: 49 

平成20年！ :5月21日～

(2008) : 
50 ! 5月25日 ：大通西4、5、6、7丁目

: (5日間）

5月19日～
5月27日
(3日間）

這西4、5、6、7丁目：

嘩 4、5、6、7丁目

さっぼろテレビ塔ストリートライブ2004

《催し物》オープニングセレモニー鯉の放流和紙ちぎり絵展示・教室似顔絵コーナー滝；
野公演ハーブクラフトコーナー折紙教室古物コーナー万華鏡の体験・展示コーナー 大：
道芸喫茶コーナー韓国伝統音楽演奏市民音楽の広場ライラックワインガーデン野だ！
て ライラック写生コーナースタンプラリー
《協賛行事》第23回ラニング・オンSAPPORO さっぼろテレビ塔ストリートライプ印05 : 

《催し物》オープニングセレモニー 和紙ちぎり絵展示・教室 滝野公園ハーブクラフトコー
ナー似顔絵コーナー折紙教室お宝無料鑑定コーナー万華鏡体験・展示コーナー 大道
芸喫茶コーナー市民音楽の広場ライラックワインガーデン野だて ライラック写生
コーナー スタンプラリー その他（子供対象輪投げコーナー）

《協賛行事》第24回ラニング・オンSAPPORO さっぼろライラック記念茶会

5月23日～
5月27日汰通西4、5、6、7丁目
(5日間）

《催し物》オープニングセレモニー 和紙ちぎり絵展示・教室 滝野公園ハーブクラフトコー
ナー似顔絵コーナー折り紙教室お宝鑑定コーナー万華鏡体験・展示コーナー大道芸

ライラック茶屋 ライラック音楽祭大連市紹介コーナー ライラック写生コーナースタ
ンプラリー ライラックワインガーデン野だて ワインセミナー

《協賛行専》第25回ラニング・オンSAPPORO ライラックまつり記念茶会 さっぼろテレビ：
塔開業50周年記念行事

《催し物》オープニングセレモニー 和紙ちぎり絵展示・教室 滝野公園ハーブクラフトコー'
ナー似顔絵コーナー折り紙教室お宝鑑定コーナー万華鏡体験・展示コーナー大道芸
ライラック茶屋 ライラック音楽祭大連市紹介コーナー ライラック写生コーナー スタ，

ンプラリー ライラックワインガーデン 野だて ワインセミナー
《協賛行事》第26回ラニング・オンSAPPORO ライラックまつり記念茶会 ； 
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札幌市の主な出来事

; •第39回さっぼろライラックまつり開催 (5月日～5月日）
！・豊平区の分区により10区制へ移行
：・札幌コンサートホール (Kita「a)オープン

i •第40回さっぽろライラックまつり開催 (5月日～5月日）
：・札幌市創建130年
：・定山渓自然の村オープン
：・資現物収集の開始

! •第41 回さっぼろライラックまつり開催 (5月21 日～5月23日）
！・地下鉄東西線（琴似～宮の沢間）開通
{ •川下公園オープン
：・八剣山トンネル開通

i •第42回さっぽろライラックまつり開催 (5月 26日～5月 28日）
！・札幌駅南口広場完成
：・ウインタースポーツミュージアム、生涯学習総合センターオープン

i •第43回さっぼろライラックまつり開催 (5月25日～5月27日）
：・札幌ドーム「HIROBA」オープン
；・緑の保全と創出に関する条例制定
；・市全庁で1S014001認証取得

’•第44回さっぽろライラックまつり開催 (5月 24日～5月 26 日）
'•札幌市産業振興センター、札幌市市民情報センターオープン

• 2002年第6回□Pl世界会議・札幌大会開催
: • 2002年FIFAワールドカップ札幌開催

; •第45回さっぽろライラックまつり開催 (5月23日～5月25日）
：・札幌コンベンションセンターオープン
i・札幌の人口1,860,088人

, •第46回さっぽろライラックまつり開催 (5月 21 日～5月 23 日）
•さっぽろ元気プラン策定
・市営バス事業廃止

•第47回さっぽろライラックまつり開催 (5月20日～5月 22日）
・ポイ捨て等防止条例施行
・迷惑勧誘行為等防止条例（すすきの条例）施行

9 •第48回さっぽろライラックまつり開催 (5月 19日～5月 21 日）
, •札幌市立大学開校

•第49回さっぽろライラックまつり開催 (5月23日～5月 27日）
・FISノルディックスキー世界選手権札幌大会開催
・札幌市自治基本条例施行

•第50回さっぽろライラックまつり開催 (5月 27 日～5月 25 日）

北海道・国内外の主な出来事

! •た＜ぎん経営破たん、北洋銀行に経営譲渡
：・米空母インディペンデンスが小樽港入港
：・消費税率5％に引き上げ
; •神戸須磨区連続通り魔殺人事件発生、中学生の少年逮捕
：・ロシア船籍タンカー・ナホトカ号が島根県壱岐島沖で沈没し、重油

i 流出

＇・エアドゥ初就航
: •そごうデパート倒産
i・冬季オリンピック長野大会開催
!.中国で大洪水、超大型ハリケーン中米諸国を襲う

： •三浦綾子さん死去
！・全日空機ハイジャックで機長刺殺。新千歳空港に緊張
！・茨城県東海村JOC事業所で放射能漏れ事故発生。作業員被爆し、
： 死亡
: •世界の人口60億人突破
:.有珠山噴火
：・九州・沖縄サミット開催

＇・三宅島隕火
1 ・オリンピックシドニー大会

; •航空自衛隊戦闘機が島松射撃場で訓練中に誤射、北広島市リハビリ
： 施設が被弾
i・小泉内閣成立
; •皇太子妃、女児愛子様ご出産
—ユーヨーク、ワールドトレードセンタービルがテロ攻撃による飛

： 行機衝突で崩落

・雪印食品の牛肉偽装表示事件発覚、会社解散
•鈴木宗雄議員、逮捕、収監される

，・ピヨンヤンで初の日朝首脳会議、金正日将軍、拉致事実を認め謝罪
:．拉致被害者5人が北朝鮮から帰国
：・小柴昌俊さん、田中耕一さん、ノーベル賞受賞

； •北海道知事に初の女性知事・高橋はるみ氏
！・ブリヂストン栃木工場で大火災発生
: •米英軍、イラクに空爆。フセイン政権崩壊
: • 2003十勝沖地震発生

・震度7の新潟県中越地震が発生、死者40人
・台風上陸が最多の70個、集中豪雨でも被害
・プロ野球が大再編、選手会は初ストライキ
・イラク情勢は混迷、米軍の死者7200人を超える
・アジアで鳥インフルエンザが猛威
・スマトラ沖地震と津波で、死者・行方不明者1万4千人 (72月27日
現在）を越える被書

・衆議院選で小泉自民党が296議席の歴史的大勝
・尼崎のJR西日本脱線事故、 707人が死亡

！・耐震強度の偽装で不安広がる
：・ロンドン、バリ島など各地で大規模テロ
；・パキスタン北東部の大地震で犠牲者7万人超
; •鳥インフルエンザ感染拡大、新型インフルに懸念
； •安部政権が発足
：・ホリエモン、村上代表らヒルズ族の逮捕
：・飲酒運転の悲惨な事故が多発し厳罰化の動き
： •北朝鮮が地下核実験、国連が制裁
：・イラク内戦状態、元大統領の死刑執行
↓・冥王星を惑星から格下げ

; •安部晋三首相が突然退陣。後任に福田氏
：・「消えた年金」で社保庁に怒り沸騰
｝・止まらぬ食品偽装

：・米サブプライム問題で世界の経済、金融に混乱
; •原油が1 バレル＝ 100 ドルに迫る。バイオ燃料で穀物価格も高騰

易



さっぼろライラックまつり50年

／編／集／後／i-3/

「さっぽろライラックまつり 50年」の発刊にあたり、記事をご提

供いただきま した北海道新聞社様はじめ、資料収集など ご協力いた

だきました皆様に深く感謝申し上げます。

本誌は、 50年にわたるさ っぽろライラックま つりの歴史を資料

と当時の写真、そして、北海道新聞の記事によって振り返っており

ます。ライラックまつりは、 「文化」をテーマに開催されておりま

すが、ライラックまつりの行事を通して、当時の雰囲気や、文化の

変遷を感じていただければ幸いです。

最後に、本誌が半世紀にわたるさっぽろラ イラックまつりの歴史

を、皆様にお伝えする一助となることを願うとともに、これからも

市民に親しまれ、愛されるまつりとなるよう、事務局ー同、 一層努

力す ることを誓い感謝の言葉とさせていただきます。

さっぽろ ライラックまつり実行委員会 事務局長 壱『農危届しづミ

さっぽろライラックまつり 50年のあゆみ

2008年9月発行

編集•発行 さっぼろライラックまつり実行委員会

札幌市中央区北一条西二丁目

電話 011-211-2376 
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